白居易の「贈物詩」について by 澤崎, 久和
一は
じ
め
に
白
居
易
の
詩
に
は
、
友
人
や
親
族
と
物
品
を
贈
答
し
た
さ
い
の
作
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
る
。
合
山
究
氏
に
よ
れ
ば
、
贈
答
品
に
関
す
る
詩
は
盛
唐
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
杜
甫
・
李
白
あ
た
り
か
ら
わ
ず
か
に
出
現
し
、
中
晩
唐
に
か
け
て
増
加
傾
向
を
み
せ
る
が
、
こ
れ
が
急
増
す
る
の
は
宋
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
宋
代
に
お
い
て
は
、
物
品
贈
答
に
と
も
な
っ
て
詩
を
や
り
取
り
す
る
「
作
詩
送
物
」
の
風
習
が
文
人
間
の
交
遊
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
広
く
流
行
す
（
１
）
る
。
筆
者
は
こ
れ
を
う
け
て
「
白
居
易
の
詩
と
贈
答
品
（
２
）
」
と
題
す
る
小
文
を
著
し
、
白
居
易
の
詩
に
う
た
わ
れ
る
贈
答
品
と
そ
の
詩
に
つ
い
て
若
干
の
紹
介
と
考
察
を
行
っ
た
が
、
紙
幅
の
関
係
で
取
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
た
作
品
は
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ
て
基
礎
的
整
理
を
行
い
、
（
一
）
白
居
易
の
贈
物
詩
、
（
二
）
贈
答
品
、
（
三
）
附
詩
・
謝
詩
・
唱
和
詩
（
用
語
に
つ
い
て
は
次
節
に
述
べ
る
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
二
白
居
易
の
贈
物
詩
あ
ら
か
じ
め
、
物
品
贈
答
に
関
す
る
詩
の
名
称
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
冒
頭
に
挙
げ
た
合
山
氏
の
論
文
で
は
、
贈
答
さ
れ
た
物
品
を
、
受
け
取
る
場
合
の
「
受
贈
」、
贈
る
場
合
の
「
送
饋
」
に
分
類
し
、
こ
れ
に
そ
の
他
と
し
て
「
乞
求
―
」（
人
に
物
を
乞
う
詩
）
を
挙
げ
ら
れ
る
が
、
詩
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
「
贈
答
品
に
関
す
る
詩
」
と
称
し
て
特
定
の
名
称
を
与
え
て
は
お
ら
れ
な
い
。
筆
者
の
小
文
も
、
こ
れ
に
特
定
の
名
称
を
与
え
て
は
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
坂
井
多
穂
子
氏
は
梅
堯
臣
の
詩
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
、
物
品
の
贈
答
授
受
を
よ
む
詩
を
「
贈
受
品
詩
」
と
名
づ
け
、
人
に
物
品
を
贈
る
さ
い
の
詩
を
「
贈
品
詩
」、
受
け
取
っ
た
さ
い
の
詩
を
「
受
品
詩
」
と
称
さ
れ
（
３
）
た
。
高
兵
兵
氏
は
菅
原
道
真
の
漢
詩
の
特
色
を
考
察
さ
れ
る
に
あ
た
り
白
居
易
ま
で
の
唐
詩
を
も
調
査
さ
れ
、
物
品
の
贈
答
を
介
し
て
生
じ
る
詩
を
「
贈
物
詩
」
と
名
づ
け
、
こ
れ
を
人
か
ら
物
を
贈
ら
れ
た
さ
い
の
答
謝
の
詩
「
受
物
酬
答
」
と
、
人
に
物
を
贈
る
さ
い
に
添
え
る
詩
「
贈
物
附
詩
」
と
に
分
類
さ
れ
（
４
）
た
。
中
国
で
は
張
浩
遜
氏
が
、
物
品
を
受
け
取
っ
た
者
が
謝
意
を
表
す
詩
を
「
酬
謝
詩
」
と
称
さ
れ
（
５
）
た
。
た
だ
し
、
張
氏
に
は
物
品
を
贈
る
さ
い
に
添
え
る
詩
に
つ
い
て
は
と
く
に
言
及
が
白
居
易
の
「
贈
物
詩
」
に
つ
い
て
澤
崎
久
和
な
い
。
本
稿
で
は
主
に
高
氏
に
な
ら
い
、
物
品
贈
答
に
関
わ
る
詩
を「
贈
物
詩
」
と
総
称
し
、
人
に
物
を
贈
る
さ
い
に
添
え
る
詩
を
「
贈
物
附
詩
」（「
附
詩
」
と
略
す
）、
物
を
贈
ら
れ
た
さ
い
の
答
謝
の
詩
を「
受
物
謝
詩
」（「
謝
詩
」と
略
す
）
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
さ
ら
に
、
謝
詩
が
う
た
わ
れ
た
後
に
当
人
同
士
な
い
し
そ
の
友
人
に
よ
っ
て
詩
が
や
り
と
り
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
れ
を
単
に
「
唱
和
詩
」
と
称
す
（
６
）
る
。
謝
詩
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
附
詩
が
存
在
す
る
場
合
は
附
詩
に
対
す
る
唱
和
詩
で
も
あ
る
が
、
実
際
に
は
附
詩
が
存
在
せ
ず
、
謝
詩
が
最
初
に
よ
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
附
詩
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
受
物
の
さ
い
の
答
謝
の
詩
を
謝
詩
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
さ
て
、
合
山
氏
は
唐
詩
に
出
現
す
る
贈
答
品
に
関
わ
る
詩
の
数
を
主
要
詩
人
に
つ
い
て
数
え
ら
れ
、
白
居
易
に
つ
い
て
は
二
〇
首
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、
物
品
贈
答
に
関
す
る
白
居
易
の
詩
は
「
数
え
方
に
も
よ
る
け
れ
ど
も
三
十
数
首
に
の
ぼ
る
」（
注（
２
）拙
文
）
と
記
し
た
。
そ
の
後
、
高
氏
は
「
贈
物
附
詩
」
が
八
首
、
「
受
物
酬
答
」
が
九
首
、
計
一
七
首
と
数
え
ら
れ
た
。
三
者
と
も
に
当
該
詩
の
題
名
を
列
挙
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ど
の
詩
を
贈
物
詩
と
み
る
か
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
の
余
地
が
残
る
。
本
稿
に
お
い
て
贈
物
詩
と
定
め
た
の
は
、
左
の
表
Ⅰ
に
示
し
た
附
詩
一
四
首
、
謝
詩
二
〇
首
、
計
三
四
首
で
あ
（
７
）
る
。
こ
れ
以
外
に
、
詩
の
内
容
の
一
部
か
ら
物
品
贈
答
の
事
実
を
知
り
得
る
詩
一
二
首
を
得
た
（
表
Ⅱ
）。
個
々
の
詩
の
詩
題
と
贈
答
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
掲
【
資
料
篇
】
に
お
い
て
一
括
し
て
示
し
、
左
に
は
こ
れ
を
も
と
に
贈
物
詩
の
贈
り
手
・
受
け
手
・
任
地
・
贈
答
品
等
を
一
覧
表
と
し
た
も
の
を
掲
げ
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
白
居
易
の
詩
の
引
用
は
謝
思

撰
『
白
居
易
詩
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
。
以
下
、
『
校
注
』
と
略
す
）
に
よ
り
、
散
文
に
つ
い
て
は
朱
金
城
撰
『
白
居
易
集
箋
校
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。
以
下
、
『
箋
校
』
と
略
す
）
に
よ
る
。
﹇
表
Ⅰ
﹈

内
の
数
字
は
【
資
料
篇
】
の
そ
れ
に
対
応
す
る
。
「
年
齢
」
は
作
詩
時
の
年
齢
。
「
四
一
〜
」
の
よ
う
に
数
字
の
あ
と
に
〜
線
を
付
し
た
も
の
は
、
そ
の
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
作
。
「
任
地
」
は
退
居
の
地
を
含
む
。
贈
答
品
の
名
称
は
詩
題
な
い
し
詩
本
文
か
ら
原
文
の
ま
ま
抜
き
出
し
た
も
の
。
四
桁
の
数
字
は
花
房
英
樹
氏
に
よ
る
白
詩
の
作
品
番
号
（
注（
４
）参
照
）。
年
齢
贈
り
手（
任
地
）→
受
け
手（
任
地
）
贈
答
品
番
号
詩
型

０１
三
九

敬
休（
宣
州
？
）→
白
居
易（
長
安
）紫
霞
綺
０７２６
七
律

０２
三
九
白
居
易（
長
安
）→
元
（
江
陵
）
大
通
中
散
・
碧
腴
垂
雲
膏
０７３０
七
律

０３
三
九
蕭
員
外（
蜀
）
→
白
居
易（
長
安
）
新
蜀
茶
０７７４
七
絶

０４
四
一
〜
白
居
易（
下

）→
少
年（
下

）
鏡
０４６６
五
古

０５
四
三
李
建（
長
安
）→
白
居
易（
下

）
馬
０７９８
七
絶

０６
四
四
白
居
易（
長
安
）→
元
（
通
州
）
生
衣（

衫
・
紗
袴
）
０８４７
七
絶

０７
四
五
白
居
易（
江
州
）→
元
（
通
州
）

州
簟
０９３９
五
排

０８
四
六
李
宣（
忠
州
）→
白
居
易（
江
州
）
新
蜀
茶
０９９４
七
律

０９
四
六
元
宗
簡（
長
安
）→
白
居
易（
江
州
）
金
石
凌
１０４１
七
言
六
句

１０
四
七
元
（
通
州
）→
白
居
易（
江
州
）
緑
糸
布
・
白
軽

福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
一
二
１０１１
七
律

１１
四
七
裴
堪（
江
州
）→
白
居
易（
江
州
）
緋
袍
・
魚
袋
１０９１
七
律

１２
四
八
白
居
易（
忠
州
）→
康
叟（
忠
州
）
寒
衣
１１１２
七
絶

１３
四
八
白
居
易（
忠
州
）→
楊
帰
厚（
万
州
）
胡
餅
１１２４
七
絶

１４
四
八
白
居
易（
忠
州
）→
元
宗
簡（
長
安
）
木
蓮
花
図
１１２７
七
絶

１５
四
八
白
居
易（
忠
州
）→
楊
帰
厚（
万
州
）

枝
１１３１
五
排

１６
四
八
白
居
易（
忠
州
）→
楊
帰
厚（
万
州
）

枝
１１３３
七
律

１７
五
一
白
居
易（
杭
州
途
中
）→
阿
亀（
長
安
）銀
匙
１３１６
五
律

１８
五
一
銭
徽（
湖
州
）→
白
居
易（
杭
州
）

下
酒
１３４１
七
律
李
諒（
蘇
州
）→
白
居
易（
杭
州
）
五
酘
酒
１３４１

１９
五
一
〜
蕭
悦（
杭
州
）→
白
居
易（
杭
州
）
竹
画
０５９４
七
古

２０
五
二
白
居
易（
杭
州
）→
張
籍（
長
安
）
郡
楼
登
望
図
１３７８
七
律

２１
五
四
崔
玄
亮（
湖
州
）→
白
居
易（
蘇
州
）
紅
石
琴
薦
２１９９
五
律

２２
五
七
白
居
易（
長
安
）→
裴
度（
長
安
）
鶴
２６２６
七
律

２３
六
〇
白
居
易（
洛
陽
）→
裴
度（
襄
州
）
銀

２７８０
・２７８１
七
絶

２４
六
二
劉
禹
錫（
蘇
州
）→
白
居
易（
洛
陽
）
鶴
３１０８
五
律

２５
六
三
楊
虞
卿（
常
州
）→
白
居
易（
洛
陽
）
茶
３１２８
七
律

２６
六
三
劉
禹
錫（
蘇
州
）→
白
居
易（
洛
陽
）
糯
米
３２２３
七
律
李
紳（
越
州
）→
白
居
易（
洛
陽
）
舞
衫
３２２３

２７
六
五
牛
僧
孺（
揚
州
）→
白
居
易（
洛
陽
）
箏
３２８６
五
律

２８
六
七
裴
度（
洛
陽
）→
白
居
易（
洛
陽
）
馬
３３４６
七
絶

２９
六
七
楊
汝
士（
梓
州
）→
白
居
易（
洛
陽
）
秋
衣
・（
春
茶
）３３７４
七
絶

３０
六
八
李
紳（

州
）→
白
居
易（
洛
陽
）
白
馬
３３９９
七
律

３１
六
九
崔
亀
従（
宣
州
）→
白
居
易（
洛
陽
）
銀

・
霞
綺
３４４７
七
律

３２
六
九
楊
嗣
復（
長
安
）→
白
居
易（
洛
陽
）
茶
・
薬
・
衣
裳
３４６５
七
律

３３
七
〇
南
卓（
洛
陽
）→
白
居
易（
洛
陽
）
青
苔
石
３５５４
七
絶
﹇
表
Ⅱ
﹈
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
詩
は
、
物
品
の
贈
答
が
回
想
の
中
で
語
ら
れ
る
作
が
半
ば
を
占
め
る
。
こ
の
場
合
、
贈
答
が
行
わ
れ
た
時
と
作
詩
の
時
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
左
に
示
し
た
白
居
易
の
年
齢
と
任
地
は
い
ず
れ
も
作
詩
時
の
も
の
で
あ
る
。
年
齢
贈
り
手（
任
地
）→
受
け
手（
任
地
）
贈
答
品
番
号
詩
型

３４
三
九
元
（
江
陵
）→
白
居
易（
長
安
）
銀
杯
０７３３
七
絶

３５
四
一
〜
美
人
→
白
居
易（
下

）
鏡
０４７５
五
古

３６
四
三
元
（
江
陵
）→
白
居
易（
下

）
衣
食
資
０４６５
五
古

３７
四
三
崔
群
・
銭
徽（
長
安
）→
白
居
易（
下

）
帛
・
糧
・
薬
・
書
０８０７
五
排

３８
四
六
嬋
娟
子
→
白
居
易（
江
州
）
履
０５１１
五
古

３９
四
八
楊
帰
厚（
万
州
）→
白
居
易（
忠
州
）
嘉
慶
李
１１３６
七
絶

４０
五
一
李
建
→
白
居
易（
杭
州
〜
）烏
紗
帽
０３４５
五
律

４１
五
一
白
居
易（
杭
州
）→
蕭
悦
・
殷
堯
藩（
杭
州
）
裘
０６０６
七
古

４２
五
三
崔
玄
亮（
湖
州
）→
白
居
易（
杭
州
）

下
酒
１４０２
七
律

４３
六
四
山
客（
洛
陽
）→
白
居
易（
洛
陽
）
磐
石
２９４７
銘

４４
六
四
韋
長（
洛
陽
）→
白
居
易（
洛
陽
）
春
服
３２１７
七
律
澤
崎：
白
居
易
の
「
贈
物
詩
」
に
つ
い
て
一
三

４５
六
五
牛
僧
孺（
揚
州
）→
白
居
易（
洛
陽
）
箏
・
酒
銭
・
霜

・
楚
醴
３２８９
五
排
（
１
）
贈
物
と
受
物
表
Ⅰ
の
贈
物
詩
を
年
代
順
に
見
る
な
ら
ば
、
長
安
に
お
い
て
左
拾
遺
・
翰
林
学
士
で
あ
っ
た
三
九
歳
以
前
に
は
贈
物
詩
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
表
Ⅱ
に
お
い
て
も
物
品
の
贈
答
が
確
認
で
き
る
の
は
三
九
歳
の
作
か
ら
で
あ
る
。
贈
物
詩
は
元

や

敬
休
と
い
っ
た
友
人
が
遠
地
に
去
っ
て
の
ち
に
出
現
す
る
。
四
十
代
以
降
は
、
五
十
代
後
半
が
少
な
い
の
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。
物
品
の
贈
答
が
折
に
触
れ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
と
も
に
、
白
居
易
は
そ
れ
を
主
題
と
す
る
詩
を
作
り
続
け
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
れ
を
表
Ⅰ
に
限
っ
て
贈
物
と
受
物
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
五
十
代
の
終
わ
り
に
洛
陽
に
退
居
す
る
以
前
は
両
者
の
割
合
は
ほ
ぼ
等
し
い
（
贈
物
一
二
、
受
物
一
〇
）
の
に
対
し
て
、
洛
陽
退
居
以
降
は
受
物
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
（
贈
物
一
、
受
物
一
〇
）。
白
居
易
は
洛
陽
に
退
居
し
て
の
ち
は
、
も
っ
ぱ
ら
遠
方
の
知
人
か
ら
物
品
を
受
け
取
る
立
場
で
あ
っ
た
。
全
体
と
し
て
、
白
居
易
の
贈
物
詩
の
う
ち
附
詩
は
一
四
首
、
謝
詩
は
二
〇
首
。
贈
物
詩
に
対
す
る
附
詩
の
割
合
は
四
割
に
達
す
る
。
こ
の
割
合
は
唐
詩
人
の
中
で
は
き
わ
め
て
高
い
（
後
述
）。
（
２
）
詩
型
と
詩
題
白
居
易
の
贈
物
詩
に
お
い
て
も
っ
と
も
多
く
用
い
ら
れ
る
詩
型
は
七
律
一
四
首
で
あ
り
、
七
絶
一
一
首
が
こ
れ
に
つ
ぐ
。
そ
の
他
に
は
五
律
四
首
、
五
言
排
律
二
首
、
五
言
古
詩
・
七
言
古
詩
・
七
言
六
句
各
一
首
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
と
に
謝
詩
の
場
合
、
二
〇
首
の
半
ば
（
一
〇
首
）
が
七
律
で
あ
る
こ
と
が
目
に
付
く
。
こ
の
よ
う
に
、
贈
物
詩
に
近
体
詩
が
多
く
用
い
ら
れ
る
と
い
う
傾
向
は
、
か
な
ら
ず
し
も
白
居
易
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
劉
禹
錫
の
贈
物
詩
一
三
首
に
使
用
さ
れ
る
詩
型
の
内
訳
は
七
絶
五
首
、
七
律
四
首
、
五
律
三
首
、
五
古
一
首
で
あ
り
、
元

九
首
の
内
訳
は
七
律
五
首
、
七
絶
三
首
、
五
排
一
首
で
あ
る
。
劉
禹
錫
・
元

と
も
に
律
詩
・
絶
句
が
大
半
を
占
め
る
こ
と
が
わ
か
（
８
）
る
。
晩
唐
の
斉
己
（
八
六
四
〜
九
四
三
？
）
の
作
に
は
四
十
首
余
り
の
贈
物
詩
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
大
半
は
七
律
と
五
律
で
あ
り
、
こ
れ
に
七
絶
が
数
首
加
わ
る
の
み
で
あ
る
。
唐
代
に
お
い
て
は
、
贈
物
詩
の
多
く
は
律
詩
・
絶
句
を
中
心
と
し
た
近
体
詩
で
あ
り
、
白
居
易
の
詩
も
ま
た
そ
の
傾
向
の
中
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
（
９
）
う
。
律
詩
・
絶
句
と
い
っ
た
近
体
の
短
詩
形
は
、
人
に
物
品
を
贈
る
添
え
状
の
役
割
、
あ
る
い
は
物
品
の
受
贈
を
謝
す
る
礼
状
の
役
割
を
果
た
す
も
の
と
し
て
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
贈
物
詩
の
詩
題
は
、
宋
詩
に
お
い
て
は
「
謝
〜
寄
〜
」「
謝
〜
恵
〜
」「
謝
〜
送
〜
」
の
よ
う
に
、
「
謝
＋
贈
り
手
＋
寄
・
恵
・
送
＋
物
品
」
と
い
う
形
式
が
一
つ
の
定
型
的
表
現
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
蘇
軾
に
「
謝
王
澤
州
寄
長
松
、
兼
簡
張
天
覺
二
首
」（『
蘇
軾
詩
集
』
巻
二
九
、
一
五
四
四
頁
、
中
華
書
局
排
印
）、「
謝
蘇
自
之
惠
酒
」（
巻
五
、
二
二
六
頁
）、「
謝
關
景
仁
送
紅
梅
栽
二
首
」（
巻
三
三
、
一
七
三
九
頁
）
な
ど
と
あ
る
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。
も
と
よ
り
宋
詩
の
贈
物
詩
の
詩
題
は
多
様
で
あ
る
が
、
一
方
で
多
く
の
詩
に
こ
の
よ
う
な
定
型
的
表
現
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
贈
物
詩
と
称
し
得
る
一
類
の
作
品
が
確
か
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
こ
の
点
、
唐
詩
で
は
ど
う
で
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
一
四
あ
ろ
う
か
。
唐
詩
に
お
い
て
は
、
杜
甫
に
先
（
１０
）
例
が
あ
る
も
の
の
、
盛
唐
こ
ろ
ま
で
は
こ
の
表
現
は
な
お
稀
で
あ
り
、
中
唐
に
い
た
っ
て
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
。
劉
禹
錫
に
「
謝
柳
子
厚
寄
疊
石
硯
」（
瞿
蛻
園
著
『
劉
禹
錫
集
箋
証
』
外
集
巻
八
、
一
四
七
一
頁
。
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。
以
下
、
『
箋
証
』
と
略
す
）、
張
籍
に
「
謝
裴
司
空
寄
（
１１
）
馬
」（
中
華
書
局
排
印
『
全
唐
詩
』
巻
三
八
五
、
四
三
三
二
頁
）
等
と
あ
り
、
白
居
易
に
０８
「
謝
李
六
郎
中
寄
新
蜀
茶
」、

２９
「
謝
楊
東
川
寄
衣
服
」
が
あ
る
。
そ
の
後
、
牟
融
・
李
渉
・
姚
合
・
許
渾
・
薛
能
・
李
咸
用
・
羅

・
徐

・
崔
道
融
・
盧
延
讓
・
謝

・
貫
休
等
に
「
謝
〜
」
と
題
す
る
贈
物
詩
が
あ
り
、
晩
唐
の
斉
己
に
至
っ
て
は
謝
詩
三
九
首
の
詩
題
の
す
べ
て
が
「
謝
」
に
始
ま
っ
て
い
る
。
し
か
も
斉
己
の
場
合
、
そ
の
大
半
は
「
謝
人
惠
竹
蠅
拂
」（
全
唐
詩
巻
八
四
〇
、
九
四
八
五
頁
）、「
謝
中
上
人
寄
茶
」（
同
九
四
八
七
頁
）
な
ど
と
、
「
謝
〜
惠
〜
」「
謝
〜
寄
〜
」
と
い
う
宋
詩
の
そ
れ
と
同
様
の
表
現
を
と
っ
て
い
る
。
詩
に
お
け
る
こ
の
種
の
定
型
的
表
現
は
杜
甫
を
先
駆
と
し
、
白
居
易
と
そ
の
周
辺
の
中
唐
詩
人
に
よ
っ
て
徐
々
に
広
ま
り
、
晩
唐
の
斉
己
に
お
い
て
一
種
の
定
型
と
し
て
確
立
し
、
宋
代
に
継
承
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
散
文
に
お
い
て
は
、
道
坂
氏
の
論
考
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
「
謝
啓
一
覧
」
を
見
る
に
、
南
斉
の
王
融
に
「
謝
武
陵
王
賜
弓
啓
」（
出
典
は
『
芸
文
類
聚
』
巻
六
〇
な
ど
）
と
あ
る
よ
う
に
、
六
朝
の
謝
啓
に
は
「
謝
〜
賜
〜
」
等
の
表
現
が
数
多
く
用
い
ら
れ
て
い
（
１２
）
る
。
お
そ
ら
く
、
詩
に
お
け
る
定
型
的
表
現
は
こ
れ
に
先
立
つ
散
文
に
な
ら
う
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
唐
代
の
散
文
を
調
査
し
た
上
で
別
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
白
居
易
自
身
、
三
十
代
後
半
、
翰
林
学
士
の
任
に
あ
っ
た
こ
ろ
、
「
謝
恩
賜
衣
服
状
」（１９７４
）、「
謝
恩
賜
茶
果
等
状
」（１９８２
）、
「
社
日
謝
賜
酒
餅
状
」（１９８４
）
な
ど
、
下
賜
品
に
対
す
る
幾
通
か
の
礼
状
を
表
し
て
い
る
。
（
３
）
贈
答
の
相
手
と
発
送
地
・
受
取
り
地
物
品
贈
答
の
相
手
二
五
名
を
贈
物
・
受
物
に
分
け
て
掲
げ
る
。
「
贈
」
は
白
居
易
が
物
品
を
贈
っ
た
相
手
、
「
受
」
は
白
居
易
が
贈
ら
れ
た
相
手
。
括
弧
内
の
数
字
は
贈
答
の
回
数
（
一
回
の
場
合
は
記
さ
な
い
）。詩
人
名
の
配
列
は
表
Ⅰ
の
順
。
贈：
元

（
三
）、少
年
、
康
叟
、
楊
帰
厚
（
三
）、元
宗
簡
、
阿
亀
、
張
籍
、
裴
度
（
二
）
受：

敬
休
、
蕭
員
外
、
李
建
、
李
宣
、
元
宗
簡
、
元

、
裴
堪
、
銭
徽
、
李
諒
、
蕭
悦
、
崔
玄
亮
、
劉
禹
錫
（
二
）、楊
虞
卿
、
李
紳
（
二
）、牛
僧
孺
、
裴
度
、
楊
汝
士
、
崔
亀
従
、
楊
嗣
復
、
南
卓
右
の
う
ち
、
少
年
・
康
叟
・
阿
亀
と
白
居
易
と
の
間
で
は
詩
の
唱
和
が
行
わ
れ
た
否
か
疑
問
で
あ
る
が
、
１７
の
阿
亀
に
つ
い
て
は
実
際
は
そ
の
父
親
で
あ
り
白
居
易
の
弟
で
あ
る
行
簡
に
贈
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
行
簡
か
ら
の
謝
詩
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
い
ま
こ
の
三
名
を
別
と
す
れ
ば
、
他
の
二
二
名
は
元

・
劉
禹
錫
を
始
め
と
し
て
そ
の
多
く
が
白
居
易
と
深
い
交
遊
を
も
っ
た
人
物
で
あ
り
、
蕭
員
外
・
李
宣
以
外
は
贈
物
詩
以
外
に
お
い
て
も
白
居
易
と
多
数
の
詩
を
贈
答
し
て
い
（
１３
）
る
。
な
か
で
も
、
元

・
元
宗
簡
・
裴
度
の
三
人
は
贈
物
・
受
物
双
方
の
相
手
と
な
っ
て
い
る
。
白
居
易
と
交
遊
を
も
っ
た
主
要
な
人
澤
崎：
白
居
易
の
「
贈
物
詩
」
に
つ
い
て
一
五
物
に
つ
い
て
考
察
し
た
論
文
に
、
朱
金
城
氏
に
よ
る
「
白
居
易
交
遊
考
」（『
白
居
易
研
究
』
所
収
、
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
元

等
二
六
名
の
人
物
（
金
鑾
子
と
羅
子
は
除
く
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
中
に
先
に
あ
げ
た
白
居
易
の
贈
物
詩
の
相
手
で
あ
る
二
五
名
の
う
ち
、
元

・
楊
帰
厚
・
元
宗
簡
・
張
籍
・
裴
度
・

敬
休
・
李
建
・
銭
徽
・
崔
玄
亮
・
楊
虞
卿
・
李
紳
・
牛
僧
孺
・
楊
汝
士
の
一
三
名
が
含
ま
れ
る
。
朱
氏
に
は
「
白
居
易
交
遊
考
」
に
続
い
て
「
白
居
易
交
遊
続
考
」「
白
居
易
交
遊
三
考
」（
と
も
に
『
白
居
易
研
究
』
所
収
）
が
あ
る
が
、
右
の
一
三
名
以
外
に
も
「
続
考
」
に
は
崔
亀
従
が
、
「
三
考
」
に
は
裴
堪
・
劉
禹
錫
・
楊
嗣
復
が
収
め
ら
れ
（
１４
）
る
。
贈
物
詩
に
関
わ
っ
た
人
物
の
大
半
は
、
物
品
贈
答
以
外
に
お
い
て
も
白
居
易
に
と
っ
て
交
遊
の
深
か
っ
た
人
物
と
言
え
よ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
交
遊
が
深
か
っ
た
か
ら
こ
そ
物
品
の
贈
答
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
次
に
贈
答
が
行
わ
れ
た
さ
い
の
白
居
易
と
相
手
方
の
居
所
を
列
挙
す
る
。
贈
物
と
受
物
の
区
別
は
し
な
い
。
括
弧
内
は
作
品
数
。
配
列
は
表
Ⅰ
の
順
。
白
居
易：
長
安
（
五
）、
下

（
二
）、
江
州
（
五
）、
忠
州
（
五
）、
杭
州
途
中
、
杭
州
（
四
）、
蘇
州
、
洛
陽
（
一
三
）
相
手：
宣
州
（
二
）、
江
陵
、
蜀
、
下

、
長
安
（
七
）、
通
州
（
二
）、
忠
州
（
二
）、
江
州
、
万
州
（
三
）、湖
州
（
二
）、
蘇
州
（
三
）、
杭
州
、
襄
州
、
常
州
、
越
州
、
揚
州
、
洛
陽
（
二
）、梓
州
、
卞
州
右
の
よ
う
に
、
白
居
易
の
贈
物
詩
は
白
居
易
が
生
涯
に
滞
在
し
た
ほ
と
ん
ど
の
地
で
作
ら
れ
て
い
る
。
表
Ⅱ
に
取
り
上
げ
た
詩
に
つ
い
て
見
て
も
、
表
Ⅰ
同
様
に
長
安
・
下

・
江
州
・
忠
州
・
杭
州
・
洛
陽
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
相
手
方
の
任
地
も
多
岐
に
わ
た
る
が
、
長
江
流
域
と
蘇
杭
周
辺
及
び
巴
蜀
の
諸
州
が
目
に
付
く
。
都
長
安
と
東
都
洛
陽
を
別
と
し
て
、
そ
の
多
く
は
遠
方
の
地
で
あ
る
。
物
品
の
発
送
地
と
受
取
り
地
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
長
安
・
洛
陽
を
中
心
と
す
る
黄
河
流
域
と
、
蘇
杭
・
楚
・
蜀
を
中
心
と
す
る
長
江
流
域
と
の
間
で
南
北
に
贈
答
す
る
例
が
多
い
。
具
体
的
に
記
せ
ば
、
長
安
は
杭
州
・
江
州
・
江
陵
・
忠
州
・
通
州
・
蜀
と
の
間
で
、
洛
陽
は
越
州
・
蘇
州
・
常
州
・
揚
州
・
宣
州
・
梓
州
と
の
間
で
贈
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
０７

１０
の
よ
う
に
江
州
の
白
居
易
と
通
州
の
元

と
の
間
で
東
西
に
贈
答
さ
れ
た
例
や
、
１３

１４


１６
の
よ
う
に
と
も
に
長
江
中
流
域
に
位
置
す
る
忠
州
の
白
居
易
と
万
州
の
楊
帰
厚
と
の
間
で
贈
答
さ
れ
た
例
も
あ
る
か
ら
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
贈
答
は
同
じ
土
地
で
行
わ
れ
る
よ
り
も
遠
隔
地
間
で
行
わ
れ
る
こ
と
の
方
が
多
（
１５
）
い
。
表
Ⅰ
に
あ
げ
た
三
四
首
中
、
同
じ
土
地
で
の
贈
答
は
七
首
の
み
で
あ
（
１６
）
る
。
遠
隔
地
間
で
あ
る
が
た
め
に
、
贈
答
に
選
ば
れ
る
物
品
は
し
ば
し
ば
そ
の
土
地
の
特
産
品
と
な
る
（
後
述
）。
な
お
、
詩
文
の
贈
答
の
場
合
、
一
般
に
人
に
託
し
て
送
り
届
け
る
の
が「
寄
」、
直
接
手
渡
す
の
が
「
贈
」
と
さ
れ
（
１７
）
る
。
白
居
易
の
贈
物
詩
に
お
い
て
も
、
同
一
地
で
行
わ
れ
た
七
首
の
う
ち
０４

１１

１２

２２

２８

３３
の
六
首
に
は
「
贈
」
の
字
が
用
い
ら
れ
る
が
（
い
ま
一
例
の
１９
は
詩
題
の
引
に
「
惠
然
見
投
」
と
あ
る
）、こ
れ
に
対
し
て
遠
隔
地
間
で
の
贈
答
に
は
以
下
の
二
例
を
除
い
て
い
ず
れ
も
「
寄
」
字
が
使
用
さ
れ
る
。
二
例
と
は
、
０１
「

順
之
以
紫
霞
綺
遠
贈
、
以
詩
答
之
」
の
「
遠
贈
」、及
び
２１
「
崔
湖
州
贈
紅
石
琴
薦
煥
如
錦
文
、
無
以
答
之
、
以
詩
酬
謝
」
の
「
贈
」
で
あ
る
。
２１
は
湖
州
刺
史
崔
玄
亮
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
一
六
が
蘇
州
刺
史
白
居
易
に
紅
石
琴
薦
を
贈
っ
た
も
の
。
詩
題
に
も
詩
の
本
文
に
も
、
二
人
が
直
接
会
っ
て
手
渡
し
た
こ
と
を
示
す
表
現
は
見
当
た
ら
な
い
。
「
贈
」
字
の
例
外
的
な
用
法
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
三
贈
答
品
白
居
易
の
贈
物
詩
に
見
え
る
贈
答
品
を
お
お
ま
か
に
分
類
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
「
贈
」
は
贈
物
、
「
受
」
は
受
物
。＝
の
前
は
原
文
、
後
は
そ
の
訳
。
括
弧
内
の
数
字
は
作
品
数
。
各
品
目
の
中
の
配
列
は
表
の
順
。
表
Ⅰ
・
表
Ⅱ
を
合
わ
せ
て
示
す
。
衣
料
品
贈：
生
衣
（

衫
・
紗
袴
）＝
夏
の
ひ
と
え
（
ち
ぢ
み
の
衣
・
う
す
絹
の
袴
）
寒
衣＝
冬
着
裘
（
呉
綿
・
桂
布
）＝
わ
た
い
（
１８
）
れ
（
呉
産
の
綿
・
桂
州
産
の
布
）
受：
紫
霞
綺＝
紫
の
あ
や
絹
緑
糸
布
・
白
軽
＝
緑
の
布
・
白
紗
の
う
す
も
の
緋
袍＝
緋
色
の
う
わ
ぎ
舞
衫＝
舞
の
衣
服
秋
衣＝
秋
用
の
衣
服
霞
綺＝
あ
や
絹
衣
裳＝
衣
服
帛＝
き
ぬ
織
物
履＝
く
つ
（
女
性
か
ら
贈
ら
れ
た
刺
繍
の
あ
る
く
つ
）
烏
紗
帽＝
黒
い
う
す
絹
の
帽
子
春
服＝
春
用
の
衣
服
霜
＝
し
ろ
絹
食
料
品
贈：
胡
餅＝
胡
麻
つ
き
の
シ
ャ
オ
ピ
ン
（
焼
餅
）

枝
（
二
）＝
レ
イ
シ
受：
新
蜀
茶
（
二
）＝
蜀
産
の
新
茶

下
酒
（
三
）＝

渓
産
の
酒
五
酘
酒＝
蘇
州
の
酒
茶
（
二
）＝
茶
葉
（
一
は
常
州
の
茶
葉
）
糯
米＝
も
ち
米
春
茶＝
春
摘
み
の
茶
葉
糧＝
食
料
嘉
慶
李＝
洛
陽
の
嘉
慶
坊
に
植
わ
っ
て
い
た
ス
モ
モ
の
木
楚
醴＝
揚
州
の
酒
医
薬
品
贈：
大
通
中
散
・
碧
腴
垂
雲
膏＝
薬
（
こ
な
薬
・
ね
り
薬
）
受：
金
石
凌＝
疫
病
を
防
ぐ
薬
薬
（
二
）＝
薬
日
用
品
贈：
鏡＝
鏡

州
簟＝

州
産
の
た
か
む
し
ろ
銀
匙＝
銀
の
さ
じ
銀
＝
銀
の
酒
壺
澤
崎：
白
居
易
の
「
贈
物
詩
」
に
つ
い
て
一
七
受：
銀
＝
銀
の
酒
杯
銀
杯＝
銀
の
酒
杯
鏡＝
鏡
趣
味
品
贈：
木
蓮
花
図＝
木
蓮
の
花
の
絵
郡
楼
登
望
図＝
杭
州
眺
望
の
絵
画
受：
竹
画＝
竹
の
絵
紅
石
琴
薦＝
紅
石
で
で
き
た
琴
を
載
せ
る
台
箏
（
二
）＝
こ
と
青
苔
石＝
青
苔
の
生
え
た
石
磐
石＝
平
ら
な
石
動
物
贈：
鶴＝
飼
い
鳥
の
鶴
受：
馬
（
二
）＝
馬
鶴＝
華
亭
の
鶴
白
馬＝
白
馬
そ
の
他
受：
魚
袋＝
魚
形
の
符
契
を
入
れ
た
袋
衣
食
資＝
衣
服
や
食
品
な
ど
の
物
資
酒
銭＝
酒
代
贈
答
品
に
は
衣
料
品
（
布
・
絹
・
衣
服
等
）
と
食
料
品
（
酒
・
茶
・
米
等
）
が
多
く
、
医
薬
品
も
目
に
付
く
。
簟
な
ど
の
日
用
品
も
含
ま
れ
、
全
体
と
し
て
生
活
に
有
用
な
実
用
品
が
多
く
を
占
め
る
と
言
え
る
。
い
ま
こ
れ
を
合
山
究
氏
が
梅
堯
臣
・
蘇
軾
・
黄
庭
堅
を
主
と
し
て
調
査
作
成
さ
れ
た
北
宋
詩
に
登
場
す
る
贈
答
品
の
分
類
整
理
表
（
注（
１
）論
文
。
以
下
、
「
北
宋
詩
分
類
表
」
と
称
す
る
）
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
北
宋
詩
分
類
表
は
「
文
房
四
宝
・
趣
味
品
・
酒
・
茶
・
花
木
・
果
実
・
日
用
嗜
好
品
」
お
よ
び
そ
の
他
か
ら
な
る
。
こ
の
う
ち
文
房
四
宝
は
も
っ
と
も
宋
人
の
趣
味
を
体
現
す
る
物
品
で
あ
る
が
、
白
居
易
の
贈
物
詩
に
は
文
房
四
宝
に
相
当
す
る
も
の
は
一
点
も
な
い
。
逆
に
、
北
宋
詩
分
類
表
に
は
、
白
居
易
に
多
い
衣
料
品
に
属
す
る
物
品
の
分
類
項
目
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
。
立
て
る
だ
け
の
ま
と
ま
り
が
な
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
趣
味
品
の
中
に
「
絹
・
紗
帽
・
蒲
団
・
氈
裘
」
と
い
っ
た
物
品
名
が
見
え
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
衣
料
品
に
属
す
る
物
品
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
か
り
に
拾
い
上
げ
た
と
し
て
も
、
梅
堯
臣
で
は
一
四
三
首
中
四
首
、
蘇
軾
で
は
一
一
七
首
中
五
首
、
黄
庭
堅
で
は
一
四
七
首
中
五
首
に
す
ぎ
な
い
。
割
合
の
上
で
は
、
白
居
易
の
場
合
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
薬
は
白
居
易
の
贈
答
品
の
中
で
は
数
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
貴
重
な
物
品
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
北
宋
詩
分
類
表
で
は
、
梅
堯
臣
に
「
山
薬
」「
茯
苓
」、
蘇
軾
に
「
長
松
（
薬
草
）」、
黄
庭
堅
に
「
鍾
乳
（
道
家
錬
金
の
薬
）」
と
あ
る
の
が
目
に
付
く
く
ら
い
で
、
贈
答
品
全
体
に
対
す
る
割
合
は
き
わ
め
て
小
さ
い
。
こ
れ
も
、
白
居
易
の
贈
答
詩
に
見
ら
れ
る
物
品
が
実
用
品
中
心
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
箏
や
（
１９
）
石
は
趣
味
品
と
言
っ
て
よ
く
、
元
宗
簡
に
贈
っ
た
木
蓮
花
の
絵
や
蕭
悦
か
ら
贈
ら
れ
た
竹
画
な
ど
の
絵
画
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
絵
画
や
石
の
類
は
北
宋
詩
分
類
表
で
は
趣
味
品
の
項
に
少
な
か
ら
ず
見
え
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
白
居
易
の
詩
は
宋
詩
の
先
駆
と
言
っ
て
よ
い
。
白
居
易
の
贈
物
詩
に
贈
・
受
と
も
に
絵
画
が
含
ま
れ
る
の
は
、
自
ら
「
天
與
の
好
事
」（
１９
「
畫
竹
歌
并
引
」）
と
称
す
る
ほ
ど
に
絵
画
を
愛
好
し
た
白
居
易
に
ふ
さ
わ
し
い
。
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
一
八
白
居
易
と
北
宋
詩
と
で
著
し
く
こ
と
な
る
の
は
、
文
房
四
宝
を
別
と
す
れ
ば
、
北
宋
詩
分
類
表
で
は
日
用
嗜
好
品
の
中
に
多
く
の
魚
介
類
が
含
ま
れ
る
（
と
く
に
梅
堯
臣
）
の
に
対
し
て
、
白
居
易
に
は
そ
れ
が
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
相
違
に
は
、
食
生
活
の
あ
り
よ
う
や
生
も
の
の
輸
送
手
段
の
問
題
な
ど
、
幾
つ
か
の
要
因
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
、
同
じ
く
飲
食
に
関
わ
る
物
品
で
も
、
保
存
が
き
き
、
運
搬
に
も
適
す
る
酒
茶
に
つ
い
て
は
両
者
に
共
通
し
て
多
く
贈
答
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
馬
と
鶴
に
つ
い
て
は
、
白
居
易
の
詩
に
お
い
て
は
大
き
な
話
題
と
な
る
贈
答
品
で
あ
る
（
２０
）
が
、
北
宋
詩
に
あ
っ
て
は
梅
堯
臣
・
蘇
軾
・
黄
庭
堅
と
も
に
見
当
た
ら
ず
、
わ
ず
か
に
そ
の
他
の
詩
人
の
欄
に
「
鶴
」
と
「
馬
」
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
白
居
易
の
詩
に
登
場
す
る
贈
答
品
は
、
こ
れ
を
北
宋
詩
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
衣
料
品
・
食
料
品
・
医
薬
品
な
ど
の
実
用
品
が
中
心
で
あ
る
と
と
も
に
、
箏
・
石
・
絵
画
な
ど
の
趣
味
品
に
宋
代
の
先
駆
と
な
る
特
色
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
（
２１
）
る
。
と
こ
ろ
で
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
白
居
易
の
贈
物
詩
は
遠
方
に
あ
る
相
手
と
の
贈
答
が
主
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
反
映
し
て
、
贈
ら
れ
る
物
品
は
贈
り
手
が
地
方
の
任
地
に
あ
る
場
合
は
し
ば
し
ば
そ
の
土
地
の
名
産
品
で
あ
る
。
以
下
に
朱
氏
『
箋
校
』、謝
氏
『
校
注
』
等
の
指
摘
を
参
照
し
つ
つ
数
例
を
挙
げ
よ
う
。


下
酒

湖
州
の
西
北
を
流
れ
る

渓
の
水
か
ら
作
ら
れ
る
酒
。
『
元
和
郡
県
志
』
巻
二
五
、
湖
州
の
条
に
「

溪
水
、
釀
酒
甚
濃
、
俗
稱

下
酒
」
と
あ
（
２２
）
る
。
白
居
易
は
前
後
し
て
湖
州
刺
史
と
な
っ
た
銭
徽
と
崔
玄
亮
の
二
人
か
ら
贈
ら
れ
て
い
る（
１８

４２
）。


州
簟


州
は
江
州
か
ら
長
江
と
そ
の
支
流
で
あ
る

水
を
計
百
キ
ロ
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
っ
た
地
。
簟
は
竹
で
編
ん
だ
む
し
ろ
。
江
州
の
白
居
易
は
通
州
の
元

に
こ
れ
を
贈
っ
て
い
る（
０７
）。
『
新
唐
書
』
巻
四
一
、
地
理
志
、
淮
南
道
に
「

州

春
郡
、
上
。
土
貢
、
白
紵
・
簟
…
」
と
あ
り
、
簟
が
当
地
の
貢
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
（
２３
）
る
。

蜀
茶

蜀
茶
は
蜀
の
蕭
員
外（
０３
）、
忠
州
の
李
宣（
０８
）、
梓
州
の
楊
汝
士（
２９
）な
ど
か
ら
贈
ら
れ
て
い
る
。
蜀
が
茶
の
名
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
蔡
寛
夫
詩
話
』
に
「
唐
以
前
茶
、
惟
貴
蜀
中
所
産
。
…
唐
茶
品
雖
多
、
亦
以
蜀
茶
爲
重
」
と
あ
る
な
ど
、
諸
書
に
記
載
が
あ
（
２４
）
る
。
布
目
潮

氏
は
０８
「
謝
李
六
郎
中
寄
新
蜀
茶
」
に
見
え
る
「
蜀
茶
」
に
つ
い
て
、
白
居
易
の
他
の
詩
に
も
登
場
す
る
「
蒙
茶
」「
蒙
頂
茶
」
の
こ
と
と
指
摘
さ
れ
（
２５
）
る
。
「
蒙
頂
茶
」
は
成
都
西
南
の
蒙
山
山
頂
に
産
し
、
蜀
茶
の
代
表
と
さ
れ
る
。

常
州
茶

茶
は
常
州
の
楊
虞
卿
も
洛
陽
の
白
居
易
に
贈
っ
て
い
る（
２５
）。
常
州
の
茶
も
ま
た
名
品
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
陸
羽
の
『
茶
経
』（『
百
川
学
海
』
所
収
）
巻
下
に
「
浙
西
以
湖
州
上
、
常
州
次
」
と
あ
（
２６
）
る
。


枝


枝
が
南
方
の
特
産
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
白
居
易
は
忠
州
刺
史
の
と
き
、
万
州
の
楊
帰
厚
に
贈
っ
て
い
る（
１５

１６
）。
１５

の
冒
頭
に
「
奇
果
標
南
土
」
と
言
い
、
「

枝
圖
序
」（１４９０
）
の
序
に
「

枝
生
巴
峽
間
」
と
言
う
。
当
時
、

枝
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
た
の
は

州
で
あ
る
が
、

州
に
隣
接
す
る
忠
州
も
ま
た

枝
を
産
し
た
の
で
あ
る
（
資
料
篇
１５
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
そ
の
土
地
の
特
産
品
が
贈
答
さ
れ
た
背
景
に
は
、
唐
代
の
詩
人
は
し
ば
し
ば
地
方
官
と
し
て
遠
地
に
赴
任
し
た
こ
と
、
官
吏
の
立
場
と
し
て
土
澤
崎：
白
居
易
の
「
贈
物
詩
」
に
つ
い
て
一
九
貢
と
し
て
の
物
産
に
関
心
が
向
い
た
こ
（
２７
）
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
赴
任
地
の
特
産
物
を
遠
方
か
ら
時
間
を
か
け
て
贈
る
行
為
は
、
詩
人
間
の
交
遊
を
よ
り
深
め
る
ゆ
え
ん
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
０１
に
「
千
里
故
人
心
鄭
重
」
と
距
離
を
言
い
、
０２
に
「
道
路
迢
迢
一
月
程
」
と
時
間
を
言
う
の
は
、
相
手
に
対
す
る
思
い
の
深
さ
を
距
離
や
時
間
に
よ
っ
て
具
体
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。四
附
詩
・
謝
詩
・
唱
和
詩
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
白
居
易
の
贈
物
詩
三
四
首
の
う
ち
白
居
易
の
側
か
ら
物
品
を
贈
っ
た
と
き
の
詩
、
す
な
わ
ち
贈
物
附
詩
は
一
四
首
で
あ
り
、
他
の
二
〇
首
は
人
か
ら
受
け
取
っ
た
と
き
の
受
物
謝
詩
で
あ
っ
た
。
贈
物
詩
全
体
に
対
す
る
附
詩
の
割
合
は
四
割
に
達
す
る
。
白
居
易
以
前
の
唐
詩
に
お
い
て
は
圧
倒
的
に
謝
詩
が
多
く
附
詩
は
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
高
兵
兵
氏
に
指
摘
が
あ
る
。
高
氏
の
作
品
数
調
査
に
は
一
部
修
正
を
要
す
る
点
も
あ
る
が
、
し
か
し
全
体
的
傾
向
と
し
て
は
右
の
指
摘
は
首
肯
さ
れ
（
２８
）
る
。
白
居
易
の
贈
物
詩
が
四
割
り
近
く
の
附
詩
で
占
め
ら
れ
る
の
は
大
き
な
特
色
で
あ
り
、
白
居
易
が
実
生
活
に
お
い
て
は
友
人
親
戚
に
対
す
る
物
品
贈
答
を
好
み
、
か
つ
そ
れ
を
積
極
的
に
詩
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
白
居
易
以
後
の
唐
詩
に
お
い
て
も
、
全
体
と
し
て
謝
詩
の
数
が
附
詩
を
凌
駕
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
個
人
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
唐
詩
に
お
い
て
も
っ
と
も
多
い
四
〇
首
余
り
の
贈
物
詩
を
伝
え
る
晩
唐
の
斉
己
の
場
合
、
附
詩
は
わ
ず
か
二
首
に
す
ぎ
な
（
２９
）
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
謝
詩
の
数
に
対
す
る
附
詩
の
数
の
割
合
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
白
居
易
以
後
に
は
附
詩
の
割
合
が
あ
き
ら
か
に
増
加
す
る
。
今
、
大
ま
か
な
数
字
で
言
え
ば
、
白
居
易
以
前
の
唐
詩
で
は
謝
詩
六
〇
首
余
り
を
数
え
る
の
対
し
て
附
詩
は
一
〇
首
、
以
後
に
お
い
て
は
謝
詩
百
首
余
り
に
対
し
て
附
詩
は
二
八
首
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
白
居
易
以
後
の
附
詩
は
以
前
に
比
べ
て
作
品
数
に
お
い
て
三
倍
近
く
、
謝
詩
に
対
す
る
割
合
に
し
て
約
一
・
七
倍
余
り
の
増
加
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
（
３０
）
る
。
個
人
に
つ
い
て
み
て
も
、
晩
唐
の
皮
日
休
（
八
三
四
？
〜
八
八
三
？
）
は
謝
詩
六
首
に
対
し
て
附
詩
四
首
を
伝
（
３１
）
え
、
同
じ
く
晩
唐
の
韓

（
八
四
二
〜
九
一
四
？
）
は
謝
詩
二
首
に
対
し
て
附
詩
三
首
を
伝
え
（
３２
）
る
。
さ
ら
に
宋
代
に
お
い
て
は
、
坂
井
多
穂
子
氏
に
よ
れ
ば
梅
堯
臣
の
詩
の
ほ
と
ん
ど
が
「
受
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
蘇
軾
・
黄
庭
堅
の
詩
で
は
「
贈
受
ほ
ぼ
相
半
ば
す
る
」（
注（
３
）論
文
二
四
頁
）。
宋
代
に
つ
い
て
は
な
お
筆
者
の
調
査
が
及
ば
な
い
が
、
は
な
は
だ
大
ま
か
に
言
う
な
ら
ば
、贈
物
詩
は
中
晩
唐
頃
か
ら
徐
々
に
増
加
傾
向
を
示
す（
こ
の
点
は
本
稿
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
す
で
に
合
山
氏
に
指
摘
が
あ
る
）
と
と
も
に
、
附
詩
の
割
合
も
増
加
し
て
い
き
、
宋
代
に
お
い
て
は
附
詩
・
謝
詩
相
半
ば
す
る
大
詩
人
が
出
現
す
る
に
い
た
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
上
を
踏
ま
え
て
言
う
な
ら
ば
、
白
居
易
の
贈
物
詩
は
、
生
涯
の
折
々
に
継
続
し
て
作
ら
れ
続
け
た
点
、
作
品
数
が
相
当
数
に
の
ぼ
る
点
、
謝
詩
に
対
す
る
附
詩
の
割
合
が
四
割
に
達
す
る
点
、
贈
物
詩
贈
答
の
相
手
が
多
数
の
知
友
に
及
ぶ
点
等
に
お
い
て
唐
詩
に
前
例
の
な
い
特
色
を
持
つ
と
と
も
に
、
附
詩
の
割
合
の
多
さ
に
つ
い
て
は
宋
詩
に
先
駆
け
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
次
に
、
謝
詩
二
〇
首
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
二
〇
首
に
は
こ
れ
に
先
立
っ
て
物
品
の
贈
り
手
に
よ
る
附
詩
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
物
品
を
受
け
取
っ
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
二
〇
た
と
き
に
す
で
に
詩
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
白
居
易
は
そ
れ
に
対
し
て
唱
和
酬
答
し
た
だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
、
白
居
易
が
好
ん
で
贈
物
詩
を
創
作
し
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
ま
、
二
〇
首
の
詩
題
と
詩
本
文
の
表
現
を
点
検
す
る
に
、
附
詩
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
の
は
白
詩
の
詩
題
中
に
贈
り
手
の
附
詩
の
一
部
が
引
用
さ
れ
る
２７

２８
の
二
首
と
、
引
用
は
な
い
も
の
の
そ
の
存
在
が
記
載
さ
れ
る
３１

３２
の
二
首
の
み
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
２７
の
詩
題
「
偶
於
維
陽
牛
相
公
處
覓
得
箏
、
箏
未
到
、
先
寄
詩
來
、
走
筆
戲
答
（
來
詩
云
「
但
愁
封
寄
去
、
魔
物
或
驚
禪
」）」に
含
ま
れ
る
括
弧
内
の
自
注
に
引
用
さ
れ
る「
來
詩
」
は
、
牛
僧
孺
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
附
詩
（
逸
詩
）
を
指
し
て
い
る
。
２８
「
酬
裴
令
公
贈
馬
相
戲
（
裴
詩
云
「
君
若
有
心
求
逸
足
、
我
還
留
意
在
名

。」
蓋
引
妾
換
馬
戲
、
意
亦
有
所
屬
也
）」に
も
「
裴
詩
云
」
以
下
に
裴
度
の
附
詩
（
逸
詩
）
が
引
用
さ
れ
る
。
３１
「
病
中
辱
崔
宣
城
長
句
寄
見
、
兼
有

綺
之
贈
、
因
以
四
韻
總
而
酬
之
」
は
詩
題
に
「
長
句
寄
見
」
と
あ
る
か
ら
、
附
詩
（
今
逸
）
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
３２
「
繼
之
尚
書
自
余
病
來
寄
遺
非
一
、
又
蒙
覽
醉
吟
先
生
傳
、
題
詩
以
美
之
、
今
以
此
篇
用
伸
酬
謝
」は
、
長
安
の
楊
嗣
復
（
字
は
繼
之
）
か
ら
「
茶
藥
・
衣
裳
」
を
贈
ら
れ
た
こ
と
、
及
び
楊
嗣
復
が
白
居
易
の
「
醉
吟
先
生
傳
」
を
読
ん
で
詩
を
題
し
て
く
れ
た
こ
と
を
謝
す
る
作
。
楊
嗣
復
の
詩
（
今
逸
）
は
直
接
に
は
白
居
易
の
「
醉
吟
先
生
傳
」
の
読
後
感
を
記
す
内
容
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
「
茶
藥
・
衣
裳
」
と
と
も
に
贈
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
贈
物
附
詩
に
類
す
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
四
例
が
白
詩
の
謝
詩
の
表
現
か
ら
贈
り
手
の
附
詩
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
作
で
あ
る
。
他
の
一
六
首
に
つ
い
て
は
、
や
や
判
断
に
迷
う
作
も
あ
る
が
、
物
品
の
送
り
手
か
ら
の
詩
が
添
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
明
確
な
文
言
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
（
３３
）
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
物
品
の
受
け
手
で
あ
る
白
居
易
の
側
が
ま
ず
最
初
に
謝
詩
を
あ
ら
わ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
、
謝
詩
の
創
作
に
対
す
る
白
居
易
の
積
極
性
を
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
物
品
の
贈
答
に
と
も
な
う
贈
物
詩
は
、
当
事
者
に
よ
る
附
詩
・
謝
詩
の
や
り
と
り
（
附
詩
か
謝
詩
の
片
方
し
か
現
存
し
な
い
場
合
も
多
い
）
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
後
に
唱
和
詩
を
伴
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
さ
い
唱
和
詩
は
当
事
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
当
事
者
以
外
の
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
物
品
の
贈
答
に
つ
い
て
も
、
受
け
手
が
お
返
し
の
物
品
を
贈
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
詩
に
よ
ま
れ
る
場
合
が
あ
る
。
贈
物
詩
は
こ
れ
に
続
く
唱
和
詩
を
生
み
、
あ
る
い
は
さ
ら
な
る
物
品
の
贈
答
を
誘
い
出
し
、
詩
の
創
作
の
場
を
押
し
広
げ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
い
ま
、
当
事
者
間
で
や
り
取
り
さ
れ
る
附
詩
・
謝
詩
を
狭
義
の
贈
物
詩
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
後
の
唱
和
詩
や
当
事
者
以
外
に
よ
る
唱
和
詩
は
広
義
の
贈
物
詩
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
白
居
易
と
そ
の
周
辺
の
詩
人
達
の
間
に
は
こ
の
い
ず
れ
も
が
見
ら
れ
、
贈
物
詩
が
物
と
詩
の
両
面
に
お
い
て
詩
人
間
の
交
遊
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
様
相
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
簡
略
な
が
ら
具
体
例
を
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
が
、
あ
ら
か
じ
め
表
Ⅰ
を
も
と
に
、
附
詩
・
謝
詩
・
唱
和
詩
の
動
き
を
中
心
に
整
理
し
直
し
た
一
覧
表
を
表
Ⅲ
と
し
て
示
す
。
﹇
表
Ⅲ
﹈
「
贈
り
手
」
と
「
受
け
手
」
の
間
の
矢
印
は
物
品
の
、
附
詩
・
謝
詩
・
唱
和
詩
の
間
の
矢
印
は
詩
の
贈
答
関
係
を
示
す
。
空
欄
は
該
当
す
る
詩
が
現
存
し
な
い
か
、
当
初
か
ら
作
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
。
附
詩
の
空
欄
に
つ
い
て
は
、
澤
崎：
白
居
易
の
「
贈
物
詩
」
に
つ
い
て
二
一
当
初
か
ら
詩
が
作
ら
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
謝
詩
の
空
欄
に
つ
い
て
は
、
０４
の
少
年
、
１２
の
康
叟
に
つ
い
て
は
当
初
か
ら
作
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
１７
の
阿
亀
は
父
の
行
簡
が
か
わ
っ
て
謝
詩
を
寄
せ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
外
の
謝
詩
の
空
欄
に
つ
い
て
は
、
伝
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
唱
和
詩
の
空
欄
に
つ
い
て
は
、
作
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
伝
わ
ら
な
か
っ
た
場
合
、
と
も
に
考
え
ら
れ
る
。
３１

３２
の
（
）
に
つ
い
て
は
後
文
参
照
。
贈
り
手
→
受
け
手
附
詩→
←
謝
詩
←
唱
和
詩

０１

敬
休
→
白
居
易
←
白
居
易

０２
白
居
易
→
元

白
居
易→
←
元


０３
蕭
員
外
→
白
居
易
←
白
居
易

０４
白
居
易
→
少
年
白
居
易→

０５
李
建
→
白
居
易
←
白
居
易

０６
白
居
易
→
元

白
居
易→
←
元


０７
白
居
易
→
元

白
居
易→
←
元


０８
李
宣
→
白
居
易
←
白
居
易

０９
元
宗
簡
→
白
居
易
←
白
居
易

１０
元

→
白
居
易
←
白
居
易
←
元


１１
裴
堪
→
白
居
易
←
白
居
易

１２
白
居
易
→
康
叟
白
居
易→

１３
白
居
易
→
楊
帰
厚
白
居
易→

１４
白
居
易
→
元
宗
簡
白
居
易→

１５
白
居
易
→
楊
帰
厚
白
居
易→

１６
白
居
易
→
楊
帰
厚
白
居
易→

１７
白
居
易
→
阿
亀
白
居
易→

１８
銭
徽
→
白
居
易
←
白
居
易
李
諒
→
白
居
易
←
白
居
易

１９
蕭
悦
→
白
居
易
←
白
居
易

２０
白
居
易
→
張
籍
白
居
易→
←
張
籍

２１
崔
玄
亮
→
白
居
易
←
白
居
易

２２
白
居
易
→
裴
度
白
居
易→
←
劉
禹
錫

２３
白
居
易
→
裴
度
白
居
易→

２４
劉
禹
錫
→
白
居
易
←
白
居
易

２５
楊
虞
卿
→
白
居
易
←
白
居
易

２６
劉
禹
錫
→
白
居
易
←
白
居
易
←
劉
禹
錫
李
紳
→
白
居
易
←
白
居
易

２７
牛
僧
孺
→
白
居
易
牛
僧
孺→
←
白
居
易

２８
裴
度
→
白
居
易
裴
度→
←
白
居
易
←
劉
禹
錫

２９
楊
汝
士
→
白
居
易
←
白
居
易

３０
李
紳
→
白
居
易
←
白
居
易

３１
崔
亀
従
→
白
居
易
（
崔
亀
従
）→
←
白
居
易

３２
楊
嗣
復
→
白
居
易
（
楊
嗣
復
）→
←
白
居
易

３３
南
卓
→
白
居
易
←
白
居
易
ま
ず
、
物
品
贈
答
の
当
事
者
間
で
、
謝
詩
の
あ
と
に
唱
和
詩
が
よ
ま
れ
た
例
と
し
て
１０

２６
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
１０
は
通
州
の
元

か
ら
贈
ら
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
二
二
れ
た
「

絲
布
・
白
輕

」
に
対
す
る
謝
詩
で
あ
る
が
、
元

の
附
詩
は
な
く
、
白
居
易
の
謝
詩
に
対
す
る
元

の
唱
和
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。
２６
は
蘇
州
の
劉
禹
錫
が
「
糯
米
」
を
、
越
州
の
李
紳
が
「
舞
衫
」
を
贈
っ
て
く
れ
た
の
に
対
す
る
謝
詩
で
あ
り
、
劉
・
李
の
い
ず
れ
に
も
附
詩
は
な
い
が
、
白
居
易
の
謝
詩
に
対
す
る
劉
禹
錫
の
唱
和
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。
以
上
二
例
と
も
物
品
の
贈
り
手
に
よ
る
附
詩
は
な
く
、
受
け
手
で
あ
る
白
居
易
の
謝
詩
が
よ
ま
れ
て
の
ち
初
め
て
贈
り
手
に
よ
っ
て
唱
和
詩
が
返
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
白
居
易
が
贈
り
手
で
あ
っ
た
場
合
、
附
詩
を
作
ら
ず
、
か
つ
贈
ら
れ
た
相
手
の
謝
詩
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
例
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
次
に
当
事
者
以
外
の
者
が
唱
和
詩
を
よ
ん
だ
例
に
は
２２
と
２８
が
あ
る
。

２２
に
つ
い
て
は
後
で
取
り
上
げ
る
。
２８
は
裴
度
が
馬
と
と
も
に
戯
れ
の
詩
を
贈
っ
て
く
れ
た
の
に
答
え
る
謝
詩
で
、
こ
の
謝
詩
に
対
し
て
友
人
の
劉
禹
錫
が
唱
和
詩
「
裴
令
公
見
示
酬
樂
天
寄
奴
買
馬
絶
句
、
斐
然
仰
和
、
且
戲
樂
天
」
（『
箋
証
』
外
集
巻
四
、
一
二
六
四
頁
）
を
裴
度
と
白
居
易
に
贈
っ
て
い
る
。
表
Ⅲ
に
は
現
れ
な
い
が
、
白
居
易
自
身
が
友
人
間
で
や
り
取
り
さ
れ
た
贈
物
詩
に
唱
和
し
て
い
る
例
に
つ
い
て
は
、
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。
李
蘇
州
（
朱
氏
『
箋
校
』
二
三
五
〇
頁
に
よ
れ
ば
、
蘇
州
刺
史
李
道
枢
）
が
牛
僧
孺
に
太
湖
石
を
贈
っ
た
の
に
対
し
て
牛
僧
孺
が
「
李
蘇
州
遺
太
湖
石
、
奇
状
絶
倫
、
因
題
二
十
韻
、
奉
呈
夢
得
樂
天
」（
全
唐
詩
巻
四
六
六
、
五
二
九
一
頁
）
を
劉
禹
錫
と
白
居
易
に
呈
し
、
こ
れ
に
対
し
て
劉
禹
錫
が
「
和
牛
相
公
題
姑
蘇
所
寄
太
湖
石
、
兼
寄
李
蘇
州
」（『
箋
証
』
外
集
巻
六
、
一
三
七
六
頁
）
を
、
白
居
易
が
「
奉
和
思
黯
相
公
以
李
蘇
州
所
寄
太
湖
石
奇
状
絶
倫
、因
題
二
十
韻
見
示
、兼
呈
夢
得
」
（３３６２
・２５０８
）
を
か
え
し
て
い
る
。
当
事
者
の
一
人
で
あ
る
李
蘇
州
の
詩
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
い
ま
一
人
の
牛
僧
孺
が
劉
・
白
に
詩
を
呈
し
た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
唱
和
者
が
加
わ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
物
品
の
贈
答
が
友
人
間
に
新
た
な
唱
和
詩
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
一
例
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
、
張
籍
が
裴
度
か
ら
馬
を
贈
ら
れ
た
さ
い
の
謝
詩
に
裴
度
が
唱
和
し
、
さ
ら
に
白
居
易
等
六
名
が
唱
和
し
た
と
い
う
例
も
数
え
る
こ
と
が
で
き
よ
（
３４
）
う
。
も
と
よ
り
こ
の
よ
う
な
唱
和
の
あ
り
か
た
は
贈
物
詩
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
詩
人
間
の
唱
和
が
盛
ん
と
な
っ
た
中
唐
に
お
い
て
贈
物
詩
も
ま
た
徐
々
に
増
加
し
て
い
っ
た
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
。
両
者
は
と
も
に
、
詩
人
間
の
交
遊
を
土
台
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
物
品
の
贈
答
が
お
返
し
の
贈
答
を
生
ん
だ
と
思
わ
れ
る
例
は
、
忠
州
の
白
居
易
と
万
州
の
楊
帰
厚
と
の
間
に
見
ら
れ
る
。
１５
は
楊
帰
厚
に

枝
を
贈
っ
た
と
き
の
附
詩
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
楊
帰
厚
の
謝
詩
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
再
度
楊
帰
厚
に

枝
を
贈
っ
た
さ
い
の
詩
１６
に
「
時
に
楊
使
君
種
植
せ
ん
と
欲
す
と
聞
く
。
故
に
落
句
の
之
に
戲
る
有
り
」と
あ
り
、
尾
聯
に「
聞
道
萬
州
方
欲
種
、
愁
君
得
喫
是
何
年
」（
君
は

枝
を
万
州
に
植
え
よ
う
と
し
て
い
る
そ
う
だ
が
、
実
が
な
っ
て
口
に
で
き
る
の
は
い
っ
た
い
い
つ
の
こ
と
だ
ろ
う
ね
、
在
任
中
に
間
に
合
え
ば
い
い
が
）
と
か
ら
か
っ
て
い
る
の
は
、
１５
に
対
す
る
楊
帰
厚
の
謝
詩
な
い
し
礼
状
の
中
に
万
州
で

枝
を
植
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
記
し
て
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
『
白
氏
文
集
』
の
配
列
で
は
こ
の
詩
の
直
後
に
「
和
萬
州
楊
使
君
四
絶
句
」
が
あ
り
、
そ
の
三
首
目
３９
「
嘉
慶
李
」
に
「
東
都

李
萬
州
栽
、
君
手
封
題
我
手
開
」（
君
は
洛
陽
か
ら
持
っ
て
き
た
ス
モ
モ
を
万
州
で
植
え
、
そ
れ
を
手
ず
か
ら
封
し
て
私
に
贈
っ
て
く
れ
た
）
と
あ
っ
て
、
楊
帰
厚
が
白
居
易
に
洛
陽
の
李
を
贈
っ
て
い
る
こ
澤
崎：
白
居
易
の
「
贈
物
詩
」
に
つ
い
て
二
三
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
白
居
易
が

枝
を
贈
っ
て
く
れ
た
の
に
対
す
る
返
礼
と
考
え
ら
れ
る
。
３９
に
先
立
つ
楊
帰
厚
の
詩
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
白
詩
の
詩
題
に
「
和
〜
」
と
あ
る
以
上
、
楊
帰
厚
の
原
唱
が
存
在
し
、
か
つ
こ
れ
が
白
居
易
に
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
物
品
の
贈
答
が
お
返
し
の
贈
答
を
生
み
、
そ
れ
に
伴
っ
て
さ
ら
に
詩
が
酬
唱
さ
れ
た
一
例
で
あ
る
。
同
様
の
例
は
白
居
易
の
友
人
劉
禹
錫
と
元

の
間
に
も
認
め
ら
れ
る
。
劉
禹
錫
の
「
贈
元
九
侍
御
文
石
枕
、
以
詩
獎
之
」（『
箋
証
』
外
集
巻
五
、
一
二
八
五
頁
）
は
元

に
「
文
石
枕
」（
文
様
の
あ
る
石
の
枕
。
一
説
に
、
瑪
瑙
の
枕
）
を
贈
っ
た
さ
い
の
附
詩
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
元

は
「
劉
二
十
八
以
文
石
枕
見
贈
、
仍
題
絶
句
以
將
厚
意
、
因
持
壁
州
鞭
酬
謝
、
兼
廣
爲
四
韻
」（『
元

集
』
巻
一
八
、
二
〇
六
頁
）
と
題
す
る
謝
詩
を
返
し
て
い
る
。
文
石
枕
の
お
礼
に
壁
州
の
鞭
を
贈
り
、
あ
わ
せ
て
律
詩
を
添
え
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
元

の
謝
詩
は
、
「
壁
州
鞭
」
を
贈
る
立
場
か
ら
言
え
ば
同
時
に
劉
禹
錫
に
寄
せ
る
附
詩
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
元

の
作
に
対
し
て
今
度
は
劉
禹
錫
が
唱
和
詩
「
酬
元
九
侍
御
贈
壁
州
鞭
長
句
」（『
箋
証
』
外
集
巻
五
、
一
二
八
六
頁
）
を
返
し
て
い
（
３５
）
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
物
品
の
贈
答
が
お
返
し
を
生
み
、
同
時
に
詩
が
唱
和
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
最
後
に
、
右
に
挙
げ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
複
合
し
た
例
を
挙
げ
よ
う
。

２２
「
送
鶴
與
裴
相
臨
別
贈
詩
」
は
裴
度
に
乞
わ
れ
た
鶴
を
贈
る
に
あ
た
っ
て
よ
ま
れ
た
作
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
劉
禹
錫
が
唱
和
詩
「
和
樂
天
送
鶴
上
裴
相
公
別
鶴
之
作
」（『
箋
証
』
外
集
巻
一
、
一
〇
七
〇
頁
）
を
よ
ん
で
い
る
。
こ
の
白
居
易
か
ら
裴
度
に
贈
ら
れ
た
鶴
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
前
に
裴
度
が
白
居
易
に
鶴
を
譲
っ
て
く
れ
る
よ
う
求
め
て
き
た
詩
「
白
二
十
二
侍
郎
有
雙
鶴
留
在
洛
下
、
予
西
園
多
野
水
長
松
、
可
以
棲
息
、
遂
以
詩
請
之
」（
全
唐
詩
巻
三
三
五
、
三
七
五
五
）
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
白
居
易
が
答
え
た
唱
和
詩
「
答
裴
相
公
乞
鶴
」（２５８６
・１７８７
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
劉
禹
錫
の
唱
和
詩
「
和
裴
相
公
寄
白
侍
郎
求
雙
鶴
」（『
箋
証
』
外
集
巻
一
、
一
〇
六
九
頁
）、
及
び
張
籍
の
唱
和
詩「
和
裴
司
空
以
詩
請
刑
部
白
侍
郎
雙
鶴
」（
全
唐
詩
巻
三
八
四
、
四
三
二
一
頁
）
が
続
く
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
先
の
２２
の
白
詩
が
よ
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
白
・
裴
・
劉
・
張
四
者
は
こ
れ
ら
の
経
緯
を
お
互
い
に
承
知
し
た
う
え
で
作
詩
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
や
り
取
り
に
は
、
右
に
あ
げ
た
す
べ
て
の
詩
に
先
立
っ
て
鶴
を
巡
る
白
居
易
と
劉
禹
錫
の
唱
和
詩
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
て
お
り
、
逆
に
そ
の
四
年
後
に
は
劉
禹
錫
が
、
鶴
を
手
放
し
て
寂
莫
た
る
白
居
易
に
別
の
鶴
を
贈
る
と
い
う
後
日
簟
が
付
け
加
わ
る
。
２４
の
「
劉
蘇
州
以
華
亭
一
鶴
遠
寄
、
以
詩
謝
之
」
は
四
年
後
に
鶴
を
贈
ら
れ
た
白
居
易
に
よ
る
謝
詩
に
あ
た
る
。
以
上
、
鶴
の
贈
答
を
巡
る
白
居
易
等
の
酬
唱
に
つ
い
て
は
す
で
に
幾
つ
か
の
先
行
論
（
３６
）
文
が
あ
り
、
詳
細
は
そ
れ
に
譲
る
が
、
詩
人
間
に
お
け
る
物
品
の
贈
答
が
狭
義
・
広
義
の
贈
答
詩
を
生
み
出
し
、
そ
れ
と
と
も
に
新
た
な
物
品
の
贈
答
と
詩
の
唱
和
を
引
き
出
し
た
と
い
う
興
味
深
い
例
で
あ
る
。
右
の
鶴
を
巡
る
贈
答
に
関
連
し
て
い
ま
一
つ
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
高
兵
兵
氏
は
人
に
物
を
乞
う
詩
を
「
乞
物
詩
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
広
い
意
味
で
は
贈
物
詩
の
類
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
（
３７
）
る
。
前
段
に
挙
げ
た
裴
度
の
詩
「
白
二
十
二
…
遂
以
詩
請
之
」
は
高
氏
の
言
う
乞
物
詩
に
相
当
す
る
。
物
を
乞
う
詩
は
単
独
で
残
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
裴
度
の
詩
の
よ
う
に
そ
の
後
に
実
際
に
、
乞
わ
れ
た
鶴
の
贈
答
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
贈
物
詩
・
唱
和
詩
が
や
り
と
り
さ
れ
る
と
い
う
展
開
に
発
展
す
る
場
合
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
二
四
も
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
広
義
の
贈
物
詩
に
含
め
て
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
白
居
易
に
も
南
隣
に
酒
を
求
め
る
詩
「
病
中
贈
南
鄰
覓
酒
」（３２７９
・２４２５
）
が
あ
り
、
ま
た
「
早
飮
湖
州
酒
寄
崔
使
君
」（２３３８
・１５４１
）
は
酒
の
再
度
の
送
付
を
請
う
詩
で
あ
る
（
資
料
篇
４２
参
照
）。
晩
唐
詩
か
ら
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
貫
休
（
八
三
二
〜
九
一
二
）
に
盧
少
卿
に
千
字
文
を
求
め
る
詩
「
上
盧
少
卿
覓
千
文
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
続
い
て
実
際
に
こ
れ
を
受
け
取
っ
て
の
ち
の
謝
詩
「
謝
盧
少
卿
惠
千
（
３８
）
文
」（
全
唐
詩
巻
八
二
七
、
九
三
二
四
頁
）
が
あ
る
の
は
、
物
を
乞
う
詩
と
贈
る
詩
と
が
一
連
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
贈
物
詩
の
前
に
時
に
乞
物
詩
が
あ
り
、
後
に
時
に
唱
和
詩
が
あ
る
。
こ
う
し
て
、
物
品
贈
答
を
巡
る
詩
の
酬
唱
は
、
白
居
易
の
時
代
を
境
に
多
様
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
五
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
物
品
贈
答
に
関
わ
る
白
居
易
の
詩
、
す
な
わ
ち
贈
物
詩
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
贈
物
附
詩
・
受
物
謝
詩
に
分
か
ち
、
贈
物
と
受
物
の
出
現
情
況
、
用
い
ら
れ
る
詩
型
と
詩
題
、
贈
答
の
相
手
と
任
地
、
贈
答
品
の
種
類
と
特
色
及
び
北
宋
詩
と
の
比
較
、
附
詩
と
謝
詩
の
割
合
、
当
事
者
以
外
に
よ
る
唱
和
詩
の
広
が
り
等
に
つ
い
て
基
礎
的
な
検
討
を
試
み
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
贈
物
詩
は
物
品
を
贈
答
す
る
相
手
と
の
交
遊
な
い
し
何
ら
か
の
関
係
な
く
し
て
は
成
立
し
な
い
。
し
か
し
ま
た
、
物
品
贈
答
の
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
常
に
附
詩
・
謝
詩
が
と
も
な
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
白
居
易
が
贈
物
に
あ
た
っ
て
は
積
極
的
に
附
詩
を
よ
み
、
受
物
に
お
い
て
も
同
じ
く
積
極
的
に
謝
詩
を
あ
ら
わ
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
唐
詩
に
お
い
て
一
つ
の
ま
と
ま
り
あ
る
作
品
群
を
残
し
、
宋
詩
に
つ
な
が
る
特
色
を
も
示
し
た
こ
と
は
、
文
学
史
的
に
見
て
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
さ
い
、
交
遊
を
も
っ
た
白
居
易
周
辺
の
詩
人
た
ち
と
そ
の
贈
物
詩
・
唱
和
詩
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
本
稿
で
は
、
白
居
易
の
一
首
一
首
の
贈
物
詩
の
内
容
上
・
表
現
上
の
特
色
に
つ
い
て
は
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
改
め
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
白
居
易
に
は
贈
物
詩
以
外
に
も
物
品
を
介
し
た
交
遊
を
う
た
う
詩
が
多
数
存
在
す
る
。
総
じ
て
白
居
易
の
詩
に
は
「
贈
」
と
い
う
行
為
に
着
目
し
た
作
品
が
少
な
く
な
く
、
こ
の
点
で
一
つ
の
特
色
を
成
し
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
で
あ
（
３９
）
る
。
注（
１
）
合
山
究
「
贈
答
品
に
関
す
る
詩
に
あ
ら
わ
れ
た
宋
代
文
人
の
趣
味
的
交
遊
生
活
」（
「
中
国
文
学
論
集
」
第
二
号
、
九
州
大
学
中
国
文
学
会
、
一
九
七
一
年
）
二
三
頁
参
照
。
六
朝
詩
に
お
け
る
物
品
贈
答
と
詩
に
つ
い
て
は
、
矢
嶋
美
都
子
「

信
の
「
蒙
賜
酒
」
詩
に
つ
い
て
」（「
日
本
中
国
学
会
報
」
第
三
四
集
、
一
九
八
二
年
。
の
ち
『

信
研
究
』
所
収
。
明
治
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
、
「
蒙
賜
酒
」
な
ど
酒
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
へ
の
謝
辞
を
述
べ
る

信
の
詩
は
従
来
の
詩
に
は
無
い
新
た
な
テ
ー
マ
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
そ
も
そ
も
「
酒
に
限
ら
ず
物
を
贈
ら
れ
た
礼
を
述
べ
る
の
は
、
従
来
は
表
・
啓
・
書
・
帖
・
牋
等
の
散
文
の
領
域
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
」（『

信
研
究
』
九
五
頁
）
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
論
文
に
は
、
漢
魏
六
朝
の
、
物
澤
崎：
白
居
易
の
「
贈
物
詩
」
に
つ
い
て
二
五
を
贈
ら
れ
た
こ
と
へ
の
礼
を
述
べ
る
散
文
に
つ
い
て
、
そ
の
作
者
・
文
体
・
物
品
名
等
の
一
覧
表
が
示
さ
れ
る
。
道
坂
昭
廣
「
六
朝
の
謝
啓
に
つ
い
て
」
（「
中
国
文
学
報
」
第
六
九
冊
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、
今
日
の
礼
状
に
あ
た
る
「
謝
啓
」
に
つ
い
て
漢
か
ら
隋
ま
で
の
作
品
を
網
羅
し
て
一
覧
表
と
し
、
そ
の
表
現
上
の
特
色
と
文
体
の
盛
衰
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
（
２
）「
白
居
易
の
詩
と
贈
答
品
」
は
「
新
釈
漢
文
大
系
季
報
」№
１０２
（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
所
収
。
本
稿
は
季
報
に
記
し
た
内
容
と
一
部
重
な
る
と
こ
ろ
、
及
び
訂
正
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
す
る
。
（
３
）
坂
井
多
穂
子
「
梅
堯
臣
の
贈
受
品
詩
に
つ
い
て
」（
「
中
唐
文
学
会
報
」
第
八
号
、
中
唐
文
学
会
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。
（
４
）
高
兵
兵
「
菅
原
道
真
の
贈
物
詩
を
め
ぐ
っ
て
」（「
中
古
文
学
」
第
七
八
号
、
二
〇
〇
六
年
）
に
よ
る
。
本
論
文
中
に
は
白
居
易
の
贈
物
詩
と
し
て
、
「
寄
生
衣
與
微
之
因
題
封
上
」（０８４７
・０８４３
）、「
初
除
官
蒙
裴
常
侍
贈
鶻
銜
瑞
草
緋
袍
魚
袋
因
謝
惠

兼
抒
離
情
」（１０９１
・１０８４
）、「
寄
胡
餅
與
楊
萬
州
」（１１２４
・１１１６
）
の
三
首
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
三
首
は
本
稿
表
Ⅰ
の
０６

１１

１３
に
当
た
る
。
な
お
、
右
の
よ
う
に
白
詩
の
詩
題
の
あ
と
に
示
し
た
数
字
は
、
こ
の
順
に
、
花
房
英
樹
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』（
朋
友
書
店
、
一
九
七
四
年
再
版
）
所
収
「
綜
合
作
品
表
」
に
よ
る
作
品
番
号
と
、
謝
思

撰
『
白
居
易
詩
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
に
記
さ
れ
る
作
品
番
号
で
あ
る
。
（
５
）
張
浩
遜
著
『
唐
詩
分
類
研
究
』（
江
蘇
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
第
一
三
章
「
唐
代
的
酬
謝
詩
」
参
照
。
な
お
張
氏
は
、
酬
謝
詩
は
唐
詩
に
二
百
首
余
り
あ
る
が
、
こ
れ
に
論
及
す
る
も
の
は
き
わ
め
て
ま
れ
だ
と
研
究
の
現
状
を
指
摘
す
る
。
（
６
）
唱
和
詩
を
め
ぐ
る
「
贈
答
」
と
「
唱
和
」
の
別
に
つ
い
て
な
ど
、
関
連
す
る
検
討
課
題
に
つ
い
て
は
、
橘
英
範
「
中
唐
唱
和
詩
研
究
の
問
題
点
」
（「
中
国
中
世
文
学
研
究
」
第
二
二
号
、
中
国
中
世
文
学
研
究
会
、
一
九
九
二
年
）
に
先
行
論
文
の
紹
介
を
含
め
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
時
刊
行
さ
れ
た
陳
鍾

著
『
唐
代
和
詩
研
究
』（
秀
威
資
訊
科
技
股

有
限
公
司
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。
（
７
）
表
Ⅰ
の
２３
は
詩
題
に
「
因
題
兩
絶
句
」
と
あ
る
よ
う
に
二
首
連
作
。
し
た
が
っ
て
、
詩
の
数
は
三
四
首
、
贈
答
の
数
は
三
三
例
と
な
る
。
本
稿
で
は
物
品
贈
答
に
関
わ
る
詩
を
比
較
的
広
く
収
集
し
た
が
、
贈
物
詩
に
詩
歌
の
贈
答
を
含
め
な
い
こ
と
は
無
論
の
こ
と
、
詩
人
の
間
で
行
わ
れ
た
詩
巻
の
贈
答
も
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
元
和
五
年
の
作
「
和
答
詩
十
首
」
の
序
（０１００
・０１００
）
に
、
元

が
左
遷
さ
れ
て
江
陵
に
赴
く
日
、
弟
に
見
送
ら
せ
る
と
と
も
に
「
新
詩
一
軸
」
を
贈
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
そ
の
五
年
後
の
作
「
編
集
拙
詩
成
一
十
五
卷
、
因
題
卷
末
、
戲
贈
元
九
李
二
十
」（１００
６
・１０００
）
の
自
注
に
「
元
九
向
江
陵
日
、
嘗
以
拙
詩
一
軸
贈
行
、
自
是
格
變
」
と
「
拙
詩
一
軸
」
を
餞
別
と
し
た
こ
と
が
再
度
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
詩
巻
の
贈
呈
に
当
る
。
ま
た
、
「
張
十
八
員
外
以
新
詩
二
十
五
首
見
寄
、
郡
樓
月
下
、
吟
玩
通
夕
、
因
題
卷
後
、
封
寄
微
之
」（２３１７
・１５２０
）
は
張
籍
が
新
作
の
詩
二
十
五
首
を
贈
っ
て
く
れ
た
の
で
夜
通
し
読
み
、
そ
の
後
張
籍
の
詩
に
自
分
の
詩
を
添
え
て
元

に
転
送
し
た
こ
と
を
言
う
（
こ
の
詩
に
は
張
籍
・
元

の
次
韻
詩
が
あ
る
）。
「
二
十
五
首
」
で
あ
れ
ば
ま
と
ま
っ
た
分
量
の
詩
巻
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
白
居
易
と
元

の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
二
六
た
「
詩
筒
」
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
「
詩
筒
」
も
ま
た
物
品
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
般
的
な
詩
の
贈
答
と
こ
れ
ら
の
詩
巻
・
詩
筒
の
贈
答
と
の
間
に
明
確
な
境
界
を
設
け
る
こ
と
は
難
し
く
、
本
稿
で
は
し
ば
ら
く
贈
物
詩
に
は
含
め
な
い
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
晩
唐
の
斉
己
に
は
「
謝
高
輦
先
輩
寄
新
唱
和
集
」（
全
唐
詩
巻
八
四
一
、
九
四
九
九
頁
）
な
ど
の
よ
う
に
人
か
ら
詩
集
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
謝
す
る
詩
が
一
〇
首
余
り
残
さ
れ
て
お
り
、
詩
集
が
贈
答
品
の
一
種
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
し
、
宋
詩
に
つ
い
て
も
注（
１
）合
山
氏
論
文
で
は
梅
堯
臣
の
欄
に
「
詩
巻
」「
近
詩
六
十
篇
」
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
詩
巻
の
扱
い
に
つ
い
て
は
な
お
再
考
の
余
地
を
残
す
。
（
８
）
劉
禹
錫
の
贈
物
詩
一
三
首
を
瞿
氏
『
箋
証
』
に
よ
っ
て
掲
げ
る
。
物
品
贈
答
に
関
わ
る
詩
で
あ
っ
て
も
、
劉
禹
錫
自
身
が
贈
答
の
当
事
者
で
は
な
い
場
合
の
唱
和
詩
は
除
く
。
七
絶
は
⑤
⑧
⑨
⑩
⑪
、
七
律
は
②
③
④
⑥
、
五
律
は
⑦
⑫
⑬
、
五
古
は
①
。
な
お
、
附
詩
は
⑤
の
み
。
④
は
劉
禹
錫
自
身
が
贈
り
手
で
あ
る
が
附
詩
を
作
ら
ず
、
白
居
易
の
謝
詩
に
唱
和
し
た
作
。
そ
の
他
は
謝
詩
。
①「
崔
元
受
少
府
自
貶
所
還
遺
山
薑
花
、
以
詩
答
之
」（
巻
二
三
、
六
四
七
頁
）
②
「
衢
州
徐
員
外
使
君
遺
以
縞
紵
兼
竹
書
箱
、
因
成
一
篇
、
用
答
佳

」（
巻
二
四
、
六
八
三
頁
）
③
「
唐
秀
才
贈
端
州
紫
石
硯
、
以
詩
答
之
」（
巻
二
四
、
六
八
四
頁
）
④
「
酬
樂
天
衫
酒
見
寄
」（
外
集
巻
四
、
一
二
一
九
頁
）
⑤
「
贈
元
九
侍
御
文
石
枕
、
以
詩
獎
之
」（
外
集
巻
五
、
一
二
八
五
）
⑥
「
酬
元
九
侍
御
贈
壁
州
鞭
長
句
」（
外
集
巻
五
、
一
二
八
六
頁
）
⑦
「
南
海
馬
大
夫
見
惠
著
述
三
通
勒
成
四
帙
、
上
自
邃
古
達
於
國
朝
、
采
其
菁
華
、
至
簡
如
富
、
欽
受
嘉

、
詩
以
謝
之
」（
外
集
巻
五
、
一
三
〇
六
頁
）
⑧
「
呉
興
敬
郎
中
見
惠
斑
竹
杖
、
兼
示
一
絶
、
聊
以
謝
之
」（
外
集
巻
六
、
一
三
五
九
頁
）
⑨
「
洛
濱
病
臥
、
李
侍
郎
見
惠
藥
物
、
謔
以
文
星
之
句
」（
外
集
巻
六
、
一
三
六
八
頁
）
⑩
「
裴
侍
郎
大
尹
雪
中
遺
酒
一
壺
、
兼
示
喜
眼
疾
平
一
絶
有

行
把
酒
之
句
、
斐
然
仰
酬
」（
外
集
巻
六
、
一
三
八
三
頁
）
⑪
「
酬
柳
柳
州
家

之
贈
」（
外
集
巻
七
、
一
四
二
一
頁
）
⑫
「
謝
柳
子
厚
寄
疊
石
硯
」（
外
集
巻
八
、
一
四
七
一
頁
）
⑬
「
謝
宣
州
崔
相
公
賜
馬
」（
外
集
巻
八
、
一
四
七
二
頁
）
元

の
贈
物
詩
九
首
を
『
元

集
』（
冀
勤
点
校
、
中
華
書
局
排
印
、
一
九
八
二
年
）
に
よ
っ
て
掲
げ
る
。
七
律
は
③
④
⑥
⑦
⑨
、
七
絶
は
②
⑤
⑧
、
五
排
は
①
。
な
お
、
附
詩
は
②
⑤
。
⑦
は
白
居
易
の
謝
詩
に
対
す
る
唱
和
詩
。
そ
の
他
は
謝
詩
。
①
「
酬
樂
天
寄

州
簟
」（
巻
一
五
、
一
七
八
頁
）
②
「
贈
李
十
二
牡
丹
花
片
、
因
以
餞
行
」（
巻
一
七
、
一
九
二
頁
）
③
「
予
病
瘴
、
樂
天
寄
通
中
散
・
碧
腴
垂
雲
膏
、
仍
題
四
韻
、
以
慰
遠
懷
開
拆
之
間
、
因
有
酬
答
」（
巻
一
七
、
二
〇
二
頁
）
④
「
劉
二
十
八
以
文
石
枕
見
贈
、
仍
題
絶
句
、
以
將
厚
意
、
因
持
壁
州
鞭
酬
謝
、
兼
廣
爲
四
韻
」（
巻
一
八
、
二
〇
六
頁
）
⑤
「
折
枝
花
贈
行
」（
巻
一
八
、
二
〇
九
頁
）
⑥
「
三
兄
以
白
角
巾
寄
遺
髮
不
勝
冠
、
因
有
感
歎
」（
巻
二
〇
、
二
三
〇
頁
）
澤
崎：
白
居
易
の
「
贈
物
詩
」
に
つ
い
て
二
七
⑦
「
酬
樂
天
得

所
寄
紵
絲
布
・
白
輕
庸
、
製
成
衣
服
、
以
詩
報
之
」（
巻
二
一
、
二
三
五
頁
）
⑧
「
酬
樂
天
寄
生
衣
」（
巻
二
一
、
二
三
六
頁
）
⑨
「
和
張
秘
書
因
寄
馬
贈
詩
」（
巻
二
六
、
三
一
七
頁
）
（
９
）
注（
３
）坂
井
氏
論
文
二
六
頁
に
よ
れ
ば
、
北
宋
・
梅
堯
臣
の
贈
答
品
に
関
す
る
詩
一
四
五
首
の
う
ち
も
っ
と
も
多
い
の
は
五
言
律
詩
の
四
五
首
で
あ
り
、
七
言
律
詩
は
八
首
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
梅
堯
臣
が
親
密
な
相
手
に
贈
る
詩
は
比
較
的
長
編
の
五
言
古
詩
と
さ
れ
、
こ
の
詩
型
は
五
律
に
つ
い
で
多
い
三
五
首
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
白
居
易
の
詩
な
い
し
唐
詩
と
は
相
違
が
あ
る
。
こ
の
相
違
が
梅
堯
臣
個
人
の
特
質
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
時
代
に
よ
る
差
違
な
の
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
１０
）
杜
甫
に
「
謝
嚴
中
丞
送
青
城
山
道
士
乳
酒
一
瓶
」（
中
華
書
局
排
印
『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
一
、
八
九
六
頁
）
が
あ
る
。
（
１１
）
こ
の
詩
題
、
『
全
唐
詩
』
の
注
記
に
「
一
作
蒙
裴
相
公
賜
馬
、
謹
以
詩
謝
」
と
あ
る
の
は
、
『
文
苑
英
華
』
巻
三
三
〇
に
よ
る
。
注（
３４
）参
照
。
（
１２
）
注（
１
）道
坂
氏
論
文
の
「
謝
啓
一
覧
」
参
照
。
謝
啓
は
目
上
の
人
か
ら
の
下
賜
品
に
対
す
る
礼
状
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
に
、「
謝
〜
賜
〜
」「
謝
勅
賜
〜
」「
謝
〜
賚
〜
」「
謝
勅
賚
〜
」
等
の
表
現
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。
（
１３
）
丸
山
茂
氏
は
「
白
氏
交
遊
録
―
元
宗
簡
―
」（「
研
究
紀
要
」
第
五
六
号
、
日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
八
年
）
に
お
い
て
、
呉
汝

主
編
『
唐
五
代
人
交
往
詩
索
引
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
に
よ
り
、
白
居
易
の
詩
に
登
場
す
る
詩
友
一
六
名
を
、
関
係
す
る
詩
の
作
品
数
と
と
も
に
列
挙
し
て
お
ら
れ
る
（
二
六
頁
）。
こ
の
一
六
名
の
う
ち
、
白
居
易
の
贈
物
詩
に
関
わ
っ
た
詩
人
は
、
元

・
劉
禹
錫
・
裴
度
・
李
紳
・
崔
玄
亮
・
牛
僧
孺
・
元
宗
簡
・
楊
汝
士
・
銭
徽
・
張
籍
・
李
建
の
一
一
名
に
の
ぼ
る
。
ま
た
、
白
居
易
と
関
わ
り
の
あ
る
作
品
は
、
元

の
三
五
五
首
を
筆
頭
と
し
て
、
李
建
の
二
六
首
に
及
ぶ
。
い
ま
丸
山
氏
に
な
ら
っ
て
『
唐
五
代
人
交
往
詩
索
引
』
に
よ
り
、
右
の
一
一
名
以
外
で
白
居
易
の
贈
物
詩
に
登
場
す
る
人
物
九
名
に
つ
い
て
同
様
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
左
の
結
果
を
得
た
。
（
）
内
は
関
係
す
る
作
品
数
。
楊
帰
厚
（
一
一
）、
楊
嗣
復
（
一
一
）、

敬
休
（
九
）、
李
諒
（
九
）、
楊
虞
卿
（
六
）、
崔
亀
従
（
五
）、
蕭
悦
（
三
）、
南
卓
（
三
）、
裴
堪
（
二
）
以
上
の
よ
う
に
、
白
居
易
の
贈
物
詩
に
登
場
す
る
人
物
の
多
く
は
、
粗
密
は
あ
る
も
の
の
、
白
居
易
と
さ
ま
ざ
ま
な
関
わ
り
の
有
る
友
人
な
い
し
親
族
で
あ
る
と
言
え
る
。
（
１４
）
表
Ⅱ
に
の
み
登
場
す
る
人
物
に
つ
い
て
言
え
ば
、
白
居
易
が
物
品
を
贈
っ
た
相
手
に
殷
堯
藩
が
お
り
、
贈
ら
れ
た
相
手
に
崔
群
・
韋
長
・
美
人
・
嬋
娟
子
・
山
客
が
い
る
。
こ
の
う
ち
「
白
居
易
交
遊
考
」
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
崔
群
は
白
居
易
と
深
い
交
流
を
も
っ
た
人
物
で
あ
り
、
韋
長
も
「
続
考
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
殷
堯
藩
は
白
居
易
の
他
の
詩
に
も
見
え
て
い
る
。
（
１５
）
注（
４
）高
氏
論
文
三
四
頁
、
「
道
真
ま
で
の
日
本
贈
物
詩
一
覧
表
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
詩（『
凌
雲
集
』『
田
氏
家
集
』
よ
り
各
三
例
、
『
菅
家
文
草
』
よ
り
六
例
）
を
見
る
に
、
平
安
漢
詩
に
お
け
る
そ
れ
は
、
贈
り
手
と
受
け
手
が
同
一
地
に
い
る
場
合
が
大
半
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
唐
と
平
安
に
お
け
る
、
作
詩
者
た
る
官
僚
の
勤
務
地
の
あ
り
方
の
相
違
が
関
係
し
て
い
る
で
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
二
八
あ
ろ
う
。
な
お
、
高
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
道
真
の
詩
の
場
合
、
餞
別
時
の
贈
物
と
い
う
か
た
ち
を
と
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
和
歌
に
お
け
る
餞
別
な
い
し
形
見
と
い
う
発
想
に
類
し
て
お
り
、
唐
詩
と
は
異
な
っ
た
日
本
的
要
素
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
（
１６
）
０４

１１

１２

１９

２２

２８

３３
が
同
一
地
間
で
の
贈
答
で
あ
る
。
（
１７
）
松
浦
友
久
編
『
漢
詩
の
事
典
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
九
年
）
七
一
七
頁
「
寄
・
贈
」
の
項
参
照
。
（
１８
）
こ
こ
に
言
う
「
裘
」
が
か
わ
ご
ろ
も
で
は
な
く
布
製
の
衣
服
、
わ
た
い
れ
の
類
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
資
料
篇
４１
参
照
。
（
１９
）
七
十
歳
の
時
に
南
卓
か
ら
贈
ら
れ
た
「
青
苔
石
」（
３３
）は
、
泉
の
流
れ
に
置
い
て
水
音
を
楽
し
む
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
一
種
の
趣
味
品
で
あ
る
。
贈
答
品
で
は
な
い
が
、
白
居
易
に
は
別
に
太
湖
石
に
関
す
る
詩
文
「
太
湖
石
」（２２８２
・１４８６
）、「
太
湖
石
記
」（３８１３
）
な
ど
が
あ
り
、
石
を
愛
玩
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
花
房
英
樹
『
白
居
易
研
究
』（
世
界
思
想
社
、
一
九
七
一
年
）
四
七
三
頁
に
石
に
対
す
る
愛
好
に
つ
い
て
触
れ
る
。
（
２０
）
馬
に
関
す
る
論
文
に
つ
い
て
は
注（
３４
）、
鶴
に
つ
い
て
は
注（
３６
）参
照
。
（
２１
）
注（
１
）矢
嶋
・
道
坂
両
氏
の
論
文
に
紹
介
さ
れ
る
漢
魏
六
朝
時
代
に
下
賜
な
い
し
贈
答
さ
れ
た
物
品
名
の
中
に
は
、
す
で
に
多
く
の
食
料
品
（
魚
介
類
を
含
む
）
・
衣
料
品
・
薬
品
・
日
用
品
・
動
植
物
等
が
見
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
白
居
易
等
が
贈
答
し
た
物
品
は
、

州
簟
な
ど
の
地
方
特
産
物
や
木
蓮
花
図
・
郡
楼
登
望
図
な
ど
の
特
別
に
画
か
せ
た
絵
画
な
ど
を
別
と
す
れ
ば
、
六
朝
時
代
に
比
べ
て
著
し
く
こ
と
な
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
問
題
は
、
そ
の
物
品
を
主
に
は
遠
方
に
い
る
友
人
親
族
間
で
贈
答
し
、
か
つ
そ
の
こ
と
を
テ
ー
マ
に
詩
を
創
作
し
唱
和
し
あ
っ
た
点
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
白
居
易
の
状
に
見
え
る
下
賜
品
に
は
、
「
衣
服
」（１９
７４
）、「
口

」
（１９７７
）、「
尺
」（１９７８
）、「
新
火
」（１９７９
）、「
冰
」（１９８
０
）、「
新
暦
日
」（１９８１
）、「
茶
果
梨
脯
等
」（１９８２
）
な
ど
が
あ
る
。
（
２２
）
朱
氏
『
箋
校
』
一
三
四
三
頁
に
指
摘
が
あ
る
。
謝
氏
『
校
注
』
一
六
〇
八
頁
に
は
、
『
太
平
寰
宇
記
』
巻
九
四
、
湖
州
の
条
に
引
く
梁
・
顧
野
王
『
輿
地
志
』
に
「
…
村
人
取
下

水
釀
酒
、
醇
美
勝
於
雲
陽
、
俗
稱

下
酒
」
と
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
朱
氏
の
引
用
す
る『
元
和
郡
県
志
』
に
「

溪
水
」
と
あ
る
「

」
字
、
賀
次
君
点
校
『
元
和
郡
県
図
志
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
巻
二
五
の
当
該
条
で
は
「
若
」
に
作
る
が
、
そ
の
注
に
、
清
・
張
駒
賢
の
『
攷
証
』
に
、
「
若
」
字
は
「
竹
」
を
脱
す
る
で
あ
ろ
う
と
す
る
説
を
引
く
。
（
２３
）
朱
氏
『
箋
校
』
一
〇
〇
〇
頁
に
、

州
簟
に
関
す
る
複
数
の
資
料
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
無
い
資
料
を
挙
げ
れ
ば
、
後
世
の
作
で
あ
る
が
、
欧
陽
脩
に
「
有
贈
余
以
端
溪

石
枕
與

州
竹
簟
、
皆
佳
物
也
。
…
」（『
欧
陽
脩
全
集
』
巻
八
、
一
二
一
頁
、
李
逸
安
点
校
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
）
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。
（
２４
）
謝
氏
『
校
注
』
一
三
二
六
頁
に
指
摘
が
あ
る
。
『
蔡
寛
夫
詩
話
』
の
当
該
条
は
、
郭
紹
虞
『
宋
詩
話
輯
佚
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）
下
冊
四
〇
九
頁
に
よ
れ
ば
、
『

渓
漁
隠
叢
話
』
前
集
巻
四
六
と
『
詩
話
総
亀
』
後
集
巻
三
〇
「
詠
茶
門
」
に
よ
る
。
蜀
茶
は
下
賜
品
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
『
五
代
会
要
』
巻
一
二
「
休
假
」
の
「
後
唐
天
成
四
年
五
月
四
日
」
の
条
に
、
澤
崎：
白
居
易
の
「
贈
物
詩
」
に
つ
い
て
二
九
休
暇
を
請
う
朝
臣
に
茶
薬
を
賜
う
こ
と
が
見
え
、
「
宜
各
賜
蜀
茶
三
斤
」
等
と
あ
る
（
上
海
古
籍
出
版
社
排
印
『
五
代
会
要
』
二
一
一
頁
）。
（
２５
）
布
目
潮

「
白
居
易
の
喫
茶
」（『
三
上
次
男
博
士
喜
寿
記
念
論
文
集
』
歴
史
編
、
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
）
に
よ
る
。
布
目
氏
は
「
蜀
茶
は
『
膳
夫
経
』
に
よ
れ
ば
、
蜀
以
外
に
流
通
し
て
お
ら
ず
、
白
居
易
が
長
安
・
蘇
州
に
て
入
手
し
た
蜀
茶
・
蒙
山
茶
は
友
人
よ
り
特
別
便
に
て
送
ら
れ
た
ま
こ
と
に
珍
重
す
べ
き
名
茶
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
」（
一
二
五
頁
）
と
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
０８
の
詩
に
つ
い
て
布
目
氏
は
、「（
一
）
当
時
、
親
友
へ
の
贈
り
物
に
茶
が
用
い
ら
れ
、
と
く
に
病
気
見
舞
い
に
は
、
茶
好
き
の
人
に
は
喜
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（
二
）
お
茶
を
贈
っ
て
喜
ば
れ
る
中
で
も
、
新
茶
は
ま
た
格
別
で
、
と
く
に
新
茶
が
喜
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。」（「
唐
詩
と
茶
―
白
居
易
」
六
八
頁
、
『
日
本
美
術
工
芸
』
六
〇
七
、
一
九
八
九
年
）
と
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
布
目
氏
の
『
緑
芽
十
片
歴
史
に
み
る
中
国
の
喫
茶
文
化
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
。
の
ち
に
増
補
し
て
岩
波
現
代
文
庫『
中
国
喫
茶
文
化
史
』
所
収
）
な
ど
、
中
国
茶
関
係
の
著
作
参
照
。
ま
た
、
白
詩
「
新
昌
新
居
書
事
四
十
韻
、
因
寄
元
郎
中
張
博
士
」（１２５９
・１２５２
）
に
「
蠻

來
方
瀉
、
蒙
茶
到
始
煎
」
と
あ
る
「
蒙
茶
」
に
関
す
る
朱
氏
『
箋
校
』
一
二
七
一
頁
の
注
参
照
。
（
２６
）
唐
代
の
名
茶
の
産
地
に
つ
い
て
は
、
布
目
潮

「
唐
代
の
名
茶
と
そ
の
流
通
」（『
東
方
学
論
集
小
野
勝
年
博
士
頌
寿
記
念
』
同
記
念
会
編
、
龍
谷
大
学
東
洋
史
学
研
究
会
、
一
九
八
二
年
）
に
詳
し
い
。
（
２７
）
白
居
易
に
は
蘇
州
刺
史
で
あ
っ
た
と
き
に
献
上
用
の
橘
を
選
ぶ
こ
と
を
う
た
う
詩
「
揀
貢
橘
書
情
」（２４４１
・１６４４
）
が
あ
り
、
「
洞
庭
貢
橘
揀
宜
精
、
太
守
勤
王
請
自
行
」（
洞
庭
山
か
ら
橘
を
献
上
す
る
に
は
よ
く
よ
く
選
ば
な
く
て
は
な
ら
ず
、
太
守
た
る
わ
た
く
し
は
自
ら
そ
の
勤
め
を
果
た
し
に
こ
こ
に
や
っ
て
き
た
）
と
言
う
。
も
っ
と
も
、
陳
振
孫
は
貢
橘
を
名
目
に
太
湖
に
遊
ん
だ
の
だ
と
し
て
い
る
が
（「
白
文
公
年
譜
」
敬
宗
宝
暦
元
年
の
条
。
明
治
書
院
『
白
氏
文
集
（
九
）』
三
七
五
頁
に
指
摘
が
あ
る
）、
こ
れ
に
続
い
て
「
或
者
唐
守
臣
修
貢
、
皆
當
躬
親
、
如
湖
常
貢
茶
故
事
耶
」
と
あ
り
、
唐
代
の
地
方
官
が
み
ず
か
ら
執
り
行
う
仕
事
だ
と
も
言
う
。
（
２８
）
注（
４
）高
氏
論
文
二
五
頁
に
「
物
を
贈
る
際
に
添
え
る
詩
と
物
を
受
け
て
酬
答
す
る
詩
が
、
五
割
ず
つ
見
ら
れ
る
の
は
白
居
易
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
を
除
け
ば
、
全
体
的
に
物
を
受
け
取
っ
た
側
の
酬
答
詩
が
圧
倒
的
に
多
く
、
物
を
贈
る
の
に
添
え
る
詩
が
少
な
い
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。」
と
あ
る
。
贈
と
受
の
割
合
を
「
五
割
」
と
す
る
の
は
、
同
論
文
に
載
せ
る
「
唐
の
贈
物
詩
数
一
覧
表（
『
全
唐
詩
』
目
次
を
白
居
易
の
巻
ま
で
調
査
）」
に
白
居
易
の
受
物
酬
答
（
本
稿
に
言
う
謝
詩
）
を
九
首
、
贈
物
附
詩
を
八
首
と
数
え
る
た
め
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
覧
表
に
よ
れ
ば
、
白
居
易
以
前
の
附
詩
は
柳
宗
元
・
張
籍
の
各
一
首
、
元

の
二
首
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
六
首
を
附
詩
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
氏
の
論
文
に
は
詩
題
が
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
柳
宗
元
・
張
籍
・
元

の
附
詩
を
含
む
計
一
〇
首
を
左
に
列
挙
す
る
。
詩
題
の
掲
出
は
中
華
書
局
排
印
『
全
唐
詩
』
に
よ
り
、
括
弧
内
に
そ
の
巻
数
と
頁
数
を
記
す
。
「
寄
釋
子
良
史
酒
」
韋
応
物
（
巻１８８
－
１９２１
頁
）
「
重
寄
」
同
前
「
將
別
巫
峽
、
贈
南
卿
兄

西
果
園
四
十
畝
」
杜
甫
（２３２
－
２５５４
）
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
三
〇
「
寄
李
袁
州
桑
落
酒
」
郎
士
元
（２４８
－
２７８７
）
「
摘
櫻
桃
贈
元
居
士
、
時
在
望
仙
亭
南
樓
、
與
朱
道
士
同
處
」
柳
宗
元
（３５２
－
３９４０
）
「
贈
元
九
侍
御
文
石
枕
、
以
詩
獎
之
」
劉
禹
錫
（３６５
－
４１２４
）
「
贈
太
常
王
建
藤
杖
筍
鞋
」
張
籍
（３８４
－
４３２０
）
「
姚
秀
才
愛
予
小
劍
、
因
贈
」
劉
叉
（３９５
－
４４４８
）
「
贈
李
十
二
牡
丹
花
片
、
因
以
餞
行
」
元

（４１２
－
４５６６
）
「
折
枝
花
贈
行
」
元

（４１３
－
４５７６
）
ま
た
、
高
氏
の
一
覧
表
で
は
、
劉
禹
錫
は
受
物
酬
答
五
首
、
贈
物
附
詩
無
し
と
す
る
が
、
筆
者
の
数
え
た
と
こ
ろ
で
は
附
詩
一
首
、
謝
詩
一
二
首
（
贈
物
詩
の
当
事
者
と
し
て
よ
む
唱
和
詩
一
首
を
含
む
）
に
上
る
（
注（
８
）に
掲
出
）。
こ
の
他
、
李
白
三
首
、
杜
甫
一
首
（
と
も
に
謝
詩
）
と
数
え
る
の
も
少
な
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る（
合
山
氏
論
文
で
は
、
李
白
五
首
、
杜
甫
一
一
首
）。
今
後
は
個
々
の
詩
題
を
掲
げ
た
上
で
の
整
理
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
（
２９
）
斉
己
の
附
詩
は
左
の
通
り
。
「
梓
栗
杖
送
人
」（
全
唐
詩
巻８４６
－
９５７３
頁
）
「
送
胎
髮
筆
寄
仁
公
」（
同８４６
－
９５８０
）
（
３０
）
李
白
・
杜
甫
・
韓
愈
・
劉
禹
錫
・
元

・
皮
日
休
・
陸
亀
蒙
・
韓

以
外
は
、
『
全
唐
詩
』
の
詩
題
に
よ
る
調
査
で
あ
る
が
、
な
お
遺
漏
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
贈
物
詩
に
関
わ
る
唱
和
詩
を
含
め
る
な
ら
ば
、
作
品
数
は
白
居
易
以
前
以
後
と
も
増
加
す
る
。
な
お
、
『
全
唐
詩
』
に
白
居
易
以
前
の
詩
は
お
お
よ
そ
二
万
首
弱
（
楽
府
を
除
く
）、
以
後
の
詩
は
二
万
二
千
首
強
（「
仙
」
以
下
は
除
く
）
で
あ
り
、
以
前
と
以
後
と
で
大
差
は
な
い
。
平
岡
武
夫
他
編
『
唐
代
の
詩
篇
』（
同
朋
社
、
一
九
八
五
年
）
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
作
品
番
号
に
よ
る
。
（
３１
）
皮
日
休
の
附
詩
四
首
は
左
の
通
り
。
『
湖
北
先
正
遺
書
』
所
収
『
松
陵
集
』
の
巻
数
・
葉
数
に
よ
っ
て
示
す
。
「
病
中
有
人
惠
海
蟹
、
轉
寄
魯
望
」（
巻
六
、
七
表
）
「
早
春
以
橘
子
寄
魯
望
」（
巻
六
、
九
裏
）
「
以
紗
巾
寄
魯
望
、
因
而
有
作
」（
巻
六
、
一
七
裏
）
「
醉
中
寄
魯
望
一
壺
并
一
絶
」（
巻
八
、
二
一
裏
）
（
３２
）
韓

の
附
詩
三
首
は
左
の
通
り
。
「
同
年
前
虞
部
李
郎
中
自
長
沙
赴
行
在
、
余
以
紫
石
硯
贈
之
、
賦
詩
代
書
」
（
全
唐
詩６８２
－
７８１５
）
「
余
作
探
使
、
以
繚
綾
手
帛
子
寄
賀
、
因
而
有
詩
」（６８２
－
７８２５
）
「
以
庭
前
海
棠
梨
花
一
枝
寄
李
十
九
員
外
」（６８２
－
７８２７
）
（
３３
）
２１
の
詩
題
に
「
…
以
詩
酬
謝
」
と
あ
り
、
「
酬
謝
」
は
し
ば
し
ば
唱
和
詩
に
使
用
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
附
詩
の
存
在
を
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
『
松
陵
集
』
巻
六
に
皮
日
休
が
魚
を
贈
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
対
す
る
陸
亀
蒙
の
謝
詩
「
襲
美
以
巨
魚
之
半
見
分
因
以
酬
謝
」
が
あ
る
が
、
『
松
陵
集
』
の
体
例
か
ら
み
て
、
こ
れ
に
先
立
つ
皮
日
休
の
附
詩
は
よ
ま
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
通
常
、
詩
題
に
「
酬
〜
」「
和
〜
」「
〜
次
韻
」
等
と
あ
れ
ば
唱
和
詩
と
言
え
る
が
、
一
般
に
ど
の
よ
う
な
詩
題
で
あ
れ
ば
こ
れ
に
先
立
つ
附
詩
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
認
め
ら
れ
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。
注
（
６
）陳
氏
著
書
、
第
二
章
参
照
。
澤
崎：
白
居
易
の
「
贈
物
詩
」
に
つ
い
て
三
一
（
３４
）
白
居
易
の
唱
和
詩
は
「
和
張
十
八
祕
書
謝
裴
相
公
寄
馬
」（１２１１
・１２０３
）。
『
文
苑
英
華
』
巻
三
三
〇
「
禽
獣
、
馬
」
に
張
籍
の
謝
詩
「
蒙
裴
相
公
賜
馬
、
謹
以
詩
謝
」、
裴
度
の
唱
和
詩
「
酬
張
祕
書
因
寄
馬
贈
詩
」、
及
び
李
絳
・
韓
愈
・
張
賈
・
元

・
白
居
易
・
劉
禹
錫
等
の
唱
和
詩
が
収
め
ら
れ
る
。
劉
禹
錫
の
詩
は
後
日
の
追
和
。
白
居
易
と
馬
に
つ
い
て
は
、
丸
山
茂
「
楽
天
の
馬
―
唐
代
文
学
の
文
化
史
的
研
究
―
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
二
号
、
二
〇
〇
一
年
）、
同
「「
妾
換
馬
」
考
」（
同
第
五
号
、
二
〇
〇
四
年
）
に
詳
し
い
。
（
３５
）
劉
禹
錫
と
元

の
間
で
文
石
枕
と
壁
州
鞭
が
贈
答
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
丸
山
茂
「
白
氏
交
遊
録
―
元

・
劉
禹
錫
―
（
上
）」（「
研
究
紀
要
」
第
六
五
号
、
日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年
）
二
二
頁
に
言
及
が
あ
る
。
（
３６
）
鶴
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
に
つ
い
て
は
、
柴
格
朗
「
劉
禹
錫
と
白
居
易
の
鶴
を
題
材
と
し
た
詩
」（「
大
阪
学
院
大
学
人
文
自
然
論
叢
」
三
八－
一
、
大
阪
学
院
大
学
人
文
自
然
学
会
、
一
九
九
九
年
三
月
）
及
び
同
氏
著
『
劉
白
唱
和
集
（
全
）』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
の
関
連
す
る
詩
の
注
釈
と
解
説
に
詳
し
い
。
ま
た
、
坂
井
多
穂
子
「
白
居
易
と
鶴
」（『
人
間
文
化
研
究
科
年
報
』
第
一
三
号
、
奈
良
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
、
一
九
九
八
年
三
月
）
二
八
頁
、
小
松
英
生
「
白
居
易
と
鶴
」（『
岡
村
貞
雄
博
士
古
稀
記
念
中
国
学
論
集
』
同
論
集
刊
行
会
、
白
帝
社
、
一
九
九
九
年
八
月
）
三
六
六
頁
以
下
に
も
考
察
が
あ
る
。
（
３７
）
注（
４
）高
氏
論
文
の
注
４
参
照
。
ま
た
、
本
稿
第
二
節
の
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
、合
山
氏
は
北
宋
詩
分
類
表
に
お
い
て
そ
の
他
と
し
て「
乞
求
―
」
を
挙
げ
、
こ
れ
を
贈
答
品
に
関
す
る
詩
に
含
め
て
お
ら
れ
る
。
な
お
、
唐
詩
の
詩
題
を
見
る
に
、物
を
乞
う
詩
の
詩
題
に
は「
乞
」字
以
外
に
も「
請
」「
求
」
「
覓
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
。
（
３８
）『
増
訂
注
釈
全
唐
詩
』（
文
化
芸
術
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
第
五
冊
五
五
九
頁
、
丁
立
群
氏
の
注
に
よ
れ
ば
、
貫
休
「
上
盧
少
卿
覓
千
文
」
の
「
盧
少
卿
」
は
書
を
善
く
し
た
盧
知
猷
、
「
千
文
」
は
『
千
字
文
』。
ま
た
、
陶
敏
『
全
唐
詩
人
名
彙
考
』（
遼
海
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
一
三
六
二
頁
参
照
。
盧
少
卿
の
詩
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
（
３９
）
課
題
の
一
端
に
つ
い
て
は
、
注（
２
）拙
文
の
終
わ
り
に
簡
単
に
触
れ
た
。
【
資
料
篇
】
﹇
表
Ⅰ
資
料
﹈
に
白
居
易
の
贈
物
詩
の
詩
題
を
、
﹇
表
Ⅱ
資
料
﹈
に
物
品
贈
答
の
事
実
を
知
り
得
る
詩
の
詩
題
を
、
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
す
。
詩
題
の
後
の
数
字
は
花
房
氏
及
び
謝
氏
に
よ
る
作
品
番
号
。
行
を
改
め
て
、
作
詩
年
、
作
詩
時
の
年
齢
、
作
詩
の
地
を
記
す
。
事
柄
の
説
明
に
当
た
っ
て
は
、
本
文
と
注
に
お
け
る
記
載
と
の
重
複
を
避
け
る
こ
と
に
つ
と
め
た
。
本
文
・
注
の
関
係
箇
所
と
あ
わ
せ
て
参
照
ね
が
い
た
い
。
﹇
表
Ⅰ
資
料
﹈

０１
「

順
之
以
紫
霞
綺
遠
贈
、
以
詩
答
之
」（０７２６
・０７２２
）
元
和
五
年
、
三
九
歳
、
長
安
。

敬
休
（
字
は
順
之
）
か
ら
「
紫
霞
綺
」
（
紫
の
あ
や
絹
）
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
謝
す
る
七
律
。
尾
聯
に
、
こ
の
布
を
縫
い
合
わ
せ
て
「
合
歡
被
」（
共
寝
の
ふ
と
ん
）
と
な
し
、
寝
て
も
覚
め
て
も
君
と
顔
を
あ
わ
せ
て
い
る
ご
と
く
で
あ
り
た
い
、
と
う
た
う
。

敬
休
の
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
三
二
任
地
に
つ
い
て
は
、
起
句
に
「
千
里
故
人
心
鄭
重
」
と
あ
っ
て
遠
方
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
る
が
、
不
明
。
朱
氏
は
宣
州
か
と
い
う
（「
白
居
易
交
遊
考
」
『
白
居
易
研
究
』
六
九
頁
、
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）。
二
句
目
に
「
一
端
香
綺
紫
氛

」
と
あ
り
、
贈
ら
れ
た
紫
霞
綺
の
分
量
を
「
一
端
」
と
言
う
。
明
治
書
院
『
白
氏
文
集
（
三
）』一
二
三
頁
は
こ
の
句
に
つ
い
て
「
一
端
二
丈
、
幅
二
十
尺
、
六
メ
ー
ト
ル
余
」
と
す
る
。
「
一
端
」
は
首
句
の
「
千
里
」
と
の
対
句
で
あ
り
、
か
な
ら
ず
し
も
実
数
と
と
る
必
要
は
な
い
が
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
三
八
、
憲
宗
元
和
五
年
の
条
に
「
悉
罷
諸
道
行
營
將
士
、
共
賜
布
帛
二
十
八
萬
端
匹
」
と
あ
り
、
胡
三
省
の
注
に
「
唐
制
、
布
帛
六
丈
爲
端
、
四
丈
爲
匹
」
と
あ
る
。
も
し
、
一
端
が
六
丈
で
あ
れ
ば
一
八
メ
ー
ト
ル
余
り
と
な
り
、
か
な
り
の
分
量
と
な
る
。

０２
「
聞
微
之
江
陵
臥
病
、
以
大
通
中
散
・
碧
腴
垂
雲
膏
寄
之
、
因
題
四
韻
」（０
７３０
・０７２６
）
同
前
。
江
陵
で
病
に
伏
せ
る
元

に
「
大
通
中
散
・
碧
腴
垂
雲
膏
」
を
贈
っ
た
と
き
の
七
律
。
こ
の
薬
で
南
方
瘴
癘
の
地
の
病
を
十
分
に
治
す
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
病
中
の
慰
め
と
な
っ
て
君
の
喜
ぶ
顔
が
目
に
浮
か
ぶ
、
と
う
た
う
。
元

に
唱
和
詩
「
予
病
瘴
、
樂
天
寄
通
中
散
・
碧
腴
垂
雲
膏
、
仍
題
四
韻
、
以
慰
遠
懷
開
拆
之
間
、
因
有
酬
答
」（『
元

集
』
巻
一
七
、
二
〇
二
頁
）
が
あ
る
。
「
大
通
中
散
」
に
つ
い
て
、
謝
氏
『
校
注
』
一
〇
八
二
頁
の
注
に
散
薬
の
一
種
と
し
、
張
九
齢
「
謝
賜
香
藥
面
脂
表
」
に
「
臣
某
言
、
某
至
宣
敕
旨
、
賜
臣

衣
香
・
面
脂
及
小
通
中
散
等
藥
」（
全
唐
文
巻
二
八
八
）
等
と
あ
る
の
を
挙
げ
、
白
居
易
が
元

に
贈
っ
た
も
の
も
ま
た
内
廷
に
お
け
る
下
賜
品
で
あ
ろ
う
か
と
言
う
。
「
碧
腴
垂
雲
膏
」
に
つ
い
て
は
、
「
蓋
亦
道
家
所
製
膏
散
」
と
す
る
。
ち
な
み
に
、
陸
游
の
詩
「
予
秋
夜
觀
月
得
瘧
疾
、
枕
上
賦
小
詩
自
戲
」
に
「
斷
無
人
寄
碧
腴
膏
」
と
あ
り
、
そ
の
自
注
に
、
「
…
又
元
微
之
謫
江
陵
病
瘴
、
白
樂
天
自
長
安
寄
以
碧
腴
膏
」
と
あ
る
。
こ
の
詩
、
花
房
氏
、
朱
氏
、
謝
氏
い
ず
れ
も
元
和
五
年
の
作
と
す
る
。
一
方
、
元

の
唱
和
詩
に
つ
い
て
、
卞
孝
萱
『
元

年
譜
』（
二
一
五
頁
、
斉
魯
書
社
、
一
九
八
〇
年
）は
元
和
八
年
の
作
と
し
、
楊
軍『
元

集
編
年
箋
注
』
（
四
四
五
頁
、
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
も
こ
れ
を
う
け
る
。
周
相
録
『
元

年
譜
新
編
』（
一
二
四
頁
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
も
元
和
八
年
の
条
に
「
白
居
易
寄
薬
給
元

」
と
記
し
、
白
居
易
の
原
唱
も
同
年
の
作
と
す
る
。
な
お
検
討
を
要
す
る
。

０３
「
蕭
員
外
寄
新
蜀
茶
」（０７７４
・０７７０
）
同
前
。
蜀
の
蕭
員
外
か
ら
、
摘
ん
だ
ば
か
り
の
「
新
蜀
茶
」
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
謝
す
る
七
絶
。
新
茶
で
あ
る
こ
と
を
喜
び
、
酒
に
乾
い
た
の
ど
に
は
あ
り
が
た
い
、
と
う
た
う
。
蕭
員
外
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
羊
士
諤
（
七
六
二
？
〜
八
二
二
？
）
に
「
郡
中
言
懷
寄
西
川
蕭
員
外
」（
全
唐
詩
巻
三
三
二
、
三
七
一
一
頁
）
が
あ
る
。
あ
る
い
は
同
一
人
物
か
。

０４
「
以
鏡
贈
別
」（０４６６
・０４６３
）
元
和
七
〜
八
年
、
四
一
〜
二
歳
、
下

。
遠
方
に
旅
立
つ
「
少
年
」
に
餞
別
と
し
て
鏡
を
贈
っ
た
と
き
の
五
言
古
詩
。
老
い
た
顔
を
う
つ
す
よ
り
も
若
者
に
贈
っ
た
ほ
う
が
ま
し
だ
、
と
言
う
。

０５
「
還
李
十
一
馬
」（０７９８
・０７９４
）
元
和
九
年
、
四
三
歳
、
下

。
李
建
が
馬
を
く
れ
る
と
い
う
の
を
辞
退
し
た
と
き
の
七
絶
。
起
句
に
「
傳
語
李
君
勞
寄
馬
」
と
あ
る
「
傳
語
」
は
こ
と
澤
崎：
白
居
易
の
「
贈
物
詩
」
に
つ
い
て
三
三
づ
て
。
詩
を
寄
せ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
当
時
白
居
易
は
服
喪
の
身
で
あ
り
、
馬
に
乗
っ
て
も
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
朝
廷
に
出
仕
す
る
人
に
あ
げ
て
ほ
し
い
、
と
言
う
。
馬
は
贈
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
贈
物
に
関
わ
る
作
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
李
建
に
つ
い
て
は
、
丸
山
茂
「
白
氏
交
遊
録
―
李
建
―
（
上
）」（
「
研
究
紀
要
」
六
一
、
日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
）、
同
「
白
氏
交
遊
録
―
李
建
―
（
下
）」（
同
六
二
、
同
、
同
）
参
照
。

０６
「
寄
生
衣
與
微
之
、
因
題
封
上
」（０８４７
・０８４３
）
元
和
十
年
、
四
四
歳
、
長
安
。
通
州
の
元

に
「
生
衣
」（
夏
の
ひ
と
え
）
を
贈
っ
た
と
き
の
七
絶
。
生
衣
の
軽
さ
薄
さ
を
強
調
し
た
う
え
で
、
そ
れ
で
も
通
州
の
暑
さ
に
は
耐
え
ら
れ
ぬ
か
と
心
配
だ（「
莫
嫌
輕
薄
但
知
著
、
猶
恐
通
州
熱
殺
君
」）、と
元

を
気
遣
う
。元

に
唱
和
詩「
酬
樂
天
寄
生
衣
」（『
元

集
』
巻
二
一
、
二
三
六
頁
）
が
あ
る
。
「
生
衣
」
は
下
賜
品
と
も
な
っ
て
い
る
。

０７
「
寄

州
簟
與
元
九
、
因
題
六
韻
（
時
元
九
鰥
居
）」（０９３９
・０９３３
）
元
和
一
一
年
、
四
五
歳
、
江
州
。
通
州
の
元

に
「

州
簟
」（

州
産
の
た
か
む
し
ろ
）
を
贈
っ
た
と
き
の
五
言
排
律
。

州
の
竹
を
織
っ
て
簟
を
二
枚
作
り
、
妻
を
亡
く
し
た
「
獨
眠
の
人
」
元

に
寄
せ
る
、
と
言
う
。
末
尾
に
「
通
州
炎
瘴
地
、
此
物
最
關
身
」
と
言
い
、
先
の
「
生
衣
」
の
場
合
と
同
じ
く
、
炎
熱
の
地
に
暮
ら
す
元

の
身
を
気
遣
う
。
元

に
次
韻
詩
「
酬
樂
天
寄

州
簟
」（『
元

集
』
巻
一
五
、
一
七
八
頁
）
が
あ
る
。

州
は
江
州
か
ら
長
江
を
百
キ
ロ
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
っ
た
地
で
、
良
質
な
簟
の
産
地
。
元

の
唱
和
詩
の
編
年
に
つ
い
て
、
花
房
英
樹
氏
は
元
和
一
一
〜
一
三
年
と
し
（
同
氏
『
元

研
究
』
所
収
「
作
品
綜
合
表
」
に
よ
る
。
彙
文
堂
書
店
、
一
九
七
七
年
）、
楊
軍
『
元

集
編
年
箋
注
』（
七
五
八
頁
）
は
元
和
一
二
年
と
す
る
。
周
相
録
『
元

年
譜
新
編
』（
一
五
三
頁
）
は
白
居
易
が
元

に
簟
を
贈
っ
た
の
を
元
和
十
年
の
十
月
頃
と
し
、
元

の
詩
を
元
和
一
三
年
の
追
和
か
と
す
る
。

０８
「
謝
李
六
郎
中
寄
新
蜀
茶
」（０９９４
・０９８８
）
元
和
一
二
年
、
四
六
歳
、
江
州
。
忠
州
の
李
宣
か
ら
「
新
蜀
茶
」
を
贈
ら
れ
た
の
を
謝
す
る
七
律
。
他
人
に
贈
ら
ず
、
病
身
の
私
に
ま
ず
贈
っ
て
く
れ
た
の
は
、
茶
の
味
が
よ
く
分
か
る
人
（「
別
茶
人
」）
で
あ
る
た
め
だ
ろ
う
、
と
う
た
う
。
蜀
茶
に
つ
い
て
は
注（
２５
）（
２６
）布
目
氏
論
文
・
著
書
参
照
。
ま
た
、
王
賽
時
著
『
唐
代
飲
食
』（
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
三
年
）
第
五
章
「
唐
代
的
茶
与
飲
料
」
参
照
。

０９
「
十
二
年
冬
、
江
西
温
暖
、
喜
元
八
寄
金
石
凌
到
、
因
題
此
詩
」（１０４１
・
１０３５
）
同
前
。
長
安
の
元
宗
簡
か
ら
「
金
石
凌
」（
薬
）
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
喜
ぶ
七
言
六
句
。
詩
の
末
尾
に
「
欲
將
何
藥
防
春
瘴
、
只
有
元
家
金
石
凌
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
炎
暑
に
よ
る
疫
病
を
防
ぐ
薬
と
見
ら
れ
る
。
詩
に
「
今
冬
臘
候
不
嚴
凝
、
暖
霧

風
氣
上
騰
」（
こ
の
冬
十
二
月
の
寒
さ
は
厳
し
く
な
く
、
暖
霧
、
温
風
に
蒸
気
が
立
ち
上
る
）
と
あ
る
。
こ
の
年
は
異
常
な
暖
冬
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
朱
氏
『
箋
校
』
一
〇
八
七
頁
「
金
石
稜
」
注
に
、
「
元

爲
令
狐
相
國
謝
賜
金
石
凌
紅
雪
状
：
『
恩
賜
金
石
凌
・
紅
雪
各
一
合
。
右
中
使
某
乙
至
、
奉
宣
進
止
、
以
臣
將
赴
山
陵
、
時
属
炎
暑
、
賜
前
件
紅
雪
等
。
…
豈
謂
天
光
下
濟
、
靈
藥
旁
沾
、
…
』據
此
、
金
石
稜
・
紅
雪
蓋
皆
藥
散
之
名
」
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
三
四
と
元

の
文
を
引
く
。
権
徳
輿
「
爲
趙
相
公
謝
賜
金
石
凌
表
」（
全
唐
文
巻
四
八
五
）
に
も
「
臣
憬
言
、
伏
奉
恩
敕
、
賜
臣
金
石
凌
并
方
及
服
法
、
并
金
花
銀
合
一
…
」
と
あ
る
よ
う
に
、
下
賜
品
と
な
っ
た
。
な
お
、
元
宗
簡
に
つ
い
て
は
注（
１３
）丸
山
氏
論
文
に
詳
し
い
。

１０
「
元
九
以

絲
布
白
輕

見
寄
、
製
成
衣
服
、
以
詩
報
知
」（１０１１
・１００５
）
元
和
一
三
年
、
四
七
歳
、
江
州
。
通
州
の
元

が「

絲
布
・
白
輕

」（
緑
の
布
・
白
紗
の
う
す
も
の
）
を
贈
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
謝
し
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
で
病
妻
が
自
分
の
た
め
に
衣
服
を
仕
立
て
て
く
れ
た
こ
と
を
報
告
す
る
七
律
。
注（
２
）拙
文
に
贈
り
手
で
あ
る
元

の
任
地
を
「
長
安
」
と
し
た
の
は
「
通
州
」
の
誤
り
。
訂
正
す
る
。
詩
中
に
「
珍
重
京
華
手
自
封
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
「

絲
布
・
白
輕

」
は
長
安
か
ら
元

が
持
参
し
た
も
の
。
元

に
附
詩
は
な
く
、
白
居
易
の
謝
詩
に
対
す
る
唱
和
詩
「
酬
樂
天
得

所
寄
紵
絲
布
白
輕
庸
、
製
成
衣
服
、
以
詩
報
之
」（『
元

集
』
巻
二
一
、
二
三
五
頁
）
が
あ
る
。
元

の
詩
は
楊
軍
『
元

集
編
年
箋
注
』（
六
五
九
頁
）
で
は
元
和
一
一
年
に
か
け
る
が
、
花
房
英
樹
『
元

研
究
』
に
元
和
一
三
年
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
周
相
録
『
元

年
譜
新
編
』（
一
六
七
頁
）
も
こ
の
詩
の
編
年
に
つ
い
て
考
証
し
、
元
和
一
三
年
夏
と
す
る
。

１１
「
初
除
官
、
蒙
裴
常
侍
贈
鶻
銜
瑞
草
緋
袍
・
魚
袋
、
因
謝
惠

、
兼
抒
離
情
」（１０９１
・１０８４
）
同
前
。
忠
州
刺
史
に
任
ぜ
ら
れ
た
お
り
、
江
西
観
察
史
裴
堪
か
ら
「
鶻
銜
瑞
草
緋
袍
・
魚
袋
」（
刺
史
の
身
分
を
表
す
緋
色
の
上
着
と
魚
形
の
符
契
を
入
れ
た
袋
）
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
謝
し
、
あ
わ
せ
て
別
離
の
思
い
を
述
べ
る
七
律
。

１２
「
贈
康
叟
」（１１１２
・１１０５
）
元
和
一
四
年
、
四
八
歳
、
忠
州
。
齢
八
十
の
老
翁
康
叟
に「
寒
衣
」（
冬
着
）
を
贈
っ
た
と
き
の
七
絶
。
忠
州
刺
史
た
る
自
分
が
康
叟
に
寒
衣
を
贈
っ
た
の
は
、
天
宝
の
遺
民
に
出
会
う
こ
と
が
希
と
な
っ
た
た
め
、
と
言
う
。

１３
「
寄
胡
餅
與
楊
萬
州
」（１１２４
・１１１６
）
同
前
。
万
州
の
楊
帰
厚
に
都
風
の
「
胡
餅
」（
胡
麻
つ
き
の
焼
餅
）
を
贈
っ
た
と
き
の
七
絶
。
承
句
に
「

脆
油
香
新
出
爐
」（
歯
ざ
わ
り
サ
ッ
ク
リ
、
油
も
香
ば
し
く
、
焼
き
上
げ
た
ば
か
り
）
と
美
味
を
強
調
す
る
。
酒
や
茶
と
は
違
っ
て
胡
餅
は
日
持
ち
が
し
な
い
が
、
万
州
は
忠
州
か
ら
長
江
に
沿
っ
て
七
、
八
〇
キ
ロ
下
流
に
位
置
し
、
船
を
利
用
し
て
送
り
届
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
（
１６
参
照
）。
胡
餅
に
つ
い
て
は
、
陳
紹
軍「
胡
餅
来
源
探
釈
」（『
農
業
考
古
』
総
第
三
七
期
、
一
九
九
五
年
一
号
）、
及
び
閻
艶
『
唐
詩
食
品
詞
語
語
言
与
文
化
之
研
究
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
四
年
）「
胡
餅
」
の
項
参
照
。

１４
「
畫
木
蓮
花
圖
寄
元
郎
中
」（１１２７
・１１１９
）
同
前
。
長
安
の
元
宗
簡
に
「
木
蓮
花
圖
」
を
贈
っ
た
と
き
の
七
絶
。
詩
人
で
あ
る
君
だ
け
が
よ
く
こ
の
花
を
愛
し
て
く
れ
る
か
ら
、
絵
に
画
い
て
贈
る
の
だ（
「
唯
有
詩
人
應
解
愛
、
丹
青
寫
出
與
君
看
」
）と
う
た
う
。
忠
州
西
北
の
鳴
玉
谿
に
生
長
し
た
木
蓮
を
道
士
の

丘
元
志
に
写
さ
せ
た
こ
と
が
「
木
蓮
樹
生
巴
峽
山
谷
間
…
」
詩
（１１１６
・１１０９
）
に
見
え
る
。
元
宗
簡
に
贈
っ
た
絵
は
こ
の
と
き
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
北
宋
・
韋
驤
の
「
忠
州
木
蓮
花
二
絶
」（
其
一
）
に
「
喬
木
開
花
似
水
蓮
、
畫
圖
遠
自
昔
人
傳
」
と
あ
り
、
そ
の
自
注
に
「
唐
白
傅
有
畫
木
蓮
花
圖
」（
北
京
大
学
古
文
献
研
究
所
編
『
全
宋
詩
』
巻
七
三
三
、
八
五
九
九
頁
、
北
京
大
学
出
版
社
）
と
あ
る
。
「
白
傅
」
澤
崎：
白
居
易
の
「
贈
物
詩
」
に
つ
い
て
三
五
は
晩
年
に
太
子
少
傅
と
な
っ
た
白
居
易
の
こ
と
。

１５
「
題
郡
中

枝
詩
十
八
韻
、
兼
寄
萬
州
楊
八
使
君
」（１１３１
・１１２３
）
同
前
。
万
州
の
楊
帰
厚
に
「

枝
」
を
贈
っ
た
と
き
の
五
言
排
律
。

枝
の
花
・
葉
・
実
、
形
・
色
・
香
・
味
、
腐
り
や
す
い
性
質
等
を
細
や
か
に
描
写
す
る
。
詩
題
か
ら
は
詩
を
贈
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
も
読
め
る
が
、
本
文
末
尾
に
、

枝
は
日
持
ち
が
し
な
い
の
で
都
の
天
子
に
貢
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
潘
郎
に
似
て
男
前
の
君
に
だ
け
は
贈
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
こ
と
、
ま
た
１６
に
重
ね
て

枝
を
寄
せ
る
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
か
に

枝
を
贈
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

枝
が
変
質
し
や
す
い
こ
と
に
つ
い
て
は
白
居
易
の
「

枝
圖
序
」（１４９０
）
に
詳
し
い
。
ま
た
「

枝
樓
對
酒
」（１１７２
・
１１６４
）
が
あ
り
、
「

枝
樓
」
は
白
居
易
自
身
が
建
て
た
と
い
う
（
朱
氏
『
箋
校
』
一
二
〇
〇
頁
の
注
参
照
）。

枝
に
対
す
る
愛
好
の
ほ
ど
が
知
ら
れ
る
。

枝
が
当
地
の
特
産
品
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
閻
艶
『
唐
詩
食
品
詞
語
語
言
与
文
化
之
研
究
』「

枝
」
の
項
参
照
。

１６
「
重
寄

枝
與
楊
使
君
、
時
聞
楊
使
君
欲
種
植
、
故
有
落
句
戲
之
」（１１３３
・１１２５
）
同
前
。
楊
帰
厚
が

枝
を
植
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
知
り
、
再
度

枝
を
贈
っ
た
と
き
の
七
律
。
首
聯
に
、
摘
み
取
っ
て
く
れ
ば
ま
さ
に
朝
露
を
帯
び
た
す
が
た
、
こ
の
ま
ま
船
に
乗
せ
て
君
の
も
と
に
贈
る
の
だ（「
摘
來
正
帶
凌
晨
露
、
寄
去
須
憑
下
水
船
」）、
と
輸
送
手
段
が
記
さ
れ
る
。

１７
「
路
上
寄
銀
匙
與
阿
龜
」（１３１６
・１３０９
）
長
慶
二
年
、
五
一
歳
、
杭
州
赴
任
途
中
。
長
安
の
阿
亀
（
弟
白
行
簡
の
子
亀
児
）
に
「
銀
匙
」（
銀
の
匙
）
を
贈
っ
た
と
き
の
五
律
。
阿
亀
は
こ
の
と
き
十
歳
。
こ
の
匙
を
見
て
私
を
思
い
出
し
、
た
く
さ
ん
食
べ
る
よ
う
言
い
含
め
る
。
頸
聯
に
、
弟
よ
、
阿
亀
を
よ
く
よ
く
か
わ
い
が
っ
て
お
く
れ
、
保
母
の
鄒
婆
も
よ
く
面
倒
を
み
て
お
く
れ（「
小
子
須
嬌
養
、
鄒
婆
爲
好
看
」）と
言
う
よ
う
に
、
詩
と
銀
の
匙
は
直
接
に
は
弟
の
行
簡
に
贈
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

１８
「
錢
湖
州
以

下
酒
、
李
蘇
州
以
五
酘
酒
、
相
次
寄
到
、
無
因
同
飮
、
聊
詠
所
懷
」（１３４１
・１３３４
）
同
前
。
湖
州
刺
史
銭
徽
が
「

下
酒
」（

渓
の
酒
）
を
、
蘇
州
刺
史
李
諒
が
「
五
酘
酒
」（
蘇
州
の
酒
）
を
贈
っ
て
く
れ
た
。
か
つ
て
そ
ろ
っ
て
宮
中
に
出
仕
し
て
い
た
三
人
が
と
も
に
飲
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
い
つ
の
日
か
、
と
感
懐
を
述
べ
る
七
律
。

１９
「
畫
竹
歌
并
引
協
律
郎
蕭

善
畫
竹
、
舉
時
無
倫
。
蕭
亦
甚
自
祕
重
、
有
終
歳
求
其
一
竿
一
枝
而
不
得
者
。
知
予
天
與
好
事
、
忽
寫
一
十
五
竿
、
惠
然
見
投
。
予
厚
其
意
、
高
其
藝
、
無
以
答

、
作
歌
以
報
之
、
凡
一
百
八
十
六
字
云
。」（０５９４
・０５９１
）
長
慶
二
〜
三
年
、
五
一
〜
二
歳
、
杭
州
。
蕭
悦
は
竹
の
絵
に
優
れ
て
い
た
が
、
め
っ
た
に
人
に
は
贈
ら
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
私
が
絵
画
に
つ
い
て
は
「
天
與
の
好
事
」
と
知
っ
て
十
五
竿
の
竹
画
を
贈
っ
て
く
れ
た
。
何
の
お
返
し
も
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
歌
を
作
っ
て
厚
情
に
報
い
る
、
と
言
う
七
言
古
詩
。

２０
「
江
樓
晩
眺
、
景
物
鮮
奇
、
吟
玩
成
篇
、
寄
水
部
張
員
外
」（１３７８
・１３７１
）
長
慶
三
年
、
五
二
歳
、
杭
州
。
江
楼
で
夜
の
杭
州
の
好
風
景
を
眺
め
、
前
年
に
水
部
員
外
郎
と
な
っ
た
長
安
の
張
籍
に
「
郡
樓
登
望
圖
」（
楼
閣
か
ら
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
三
六
眺
望
さ
れ
る
杭
州
の
風
景
を
画
い
た
絵
画
）
を
贈
っ
た
と
き
の
七
律
。
尾
聯
の
「
好
著
丹
青
圖
寫
取
、
題
詩
寄
與
水
曹
郎
」（
さ
あ
、
こ
の
風
景
を
絵
に
画
い
て
、
都
に
い
る
水
部
員
外
郎
の
張
君
に
贈
っ
て
あ
げ
よ
う
）
と
い
う
表
現
に
、
杭
州
の
絶
景
を
友
人
と
分
か
ち
あ
お
う
と
す
る
白
居
易
の
喜
び
が
読
み
取
れ
る
。
張
籍
に
謝
詩
「
答
白
杭
州
郡
樓
登
望
畫
圖
見
寄
」（
全
唐
詩
巻
三
八
五
、
四
三
三
七
頁
）
が
あ
る
。

２１
「
崔
湖
州
贈
紅
石
琴
薦
煥
如
錦
文
、
無
以
答
之
、
以
詩
酬
謝
」（２１９９
・１４０
３
）宝
暦
元
年
、
五
四
歳
、
蘇
州
。
湖
州
刺
史
崔
玄
亮
が
「
紅
石
琴
薦
」（
紅
石
で
で
き
た
琴
を
載
せ
る
台
）を
贈
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
謝
す
る
五
律
。「
人
間
無
可
比
、
比
我
與
君
心
」（
そ
の
音
色
の
す
ば
ら
し
さ
は
比
べ
よ
う
も
な
く
、
た
だ
私
と
君
の
心
に
た
と
え
ら
れ
る
の
み
だ
）
と
、
琴
の
音
色
の
気
高
さ
を
二
人
の
心
に
な
ぞ
ら
え
る
。
四
年
後
の
作
「
池
上
篇
并
序
」（２９２８
・
補
０９
）
に
は
「
博
陵
崔
晦
叔
與
琴
、
韻
甚
清
」
と
あ
り
、
崔
玄
亮
が
白
居
易
に
琴
を
贈
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
白
居
易
の
「
唐
故

州
刺
史
贈
禮
部
尚
書
崔
公
墓
誌
銘
并
序
」（２９４０
）
に
「
遺
誡
諸
子
。
其
書
大
略
云
…
吾
玉
磬
琴
、
留
別
樂
天
、
請
爲
墓
誌
云
爾
」
と
あ
り
、
崔
玄
亮
が
子
ど
も
た
ち
に
、
白
居
易
に
玉
磬
琴
を
贈
っ
て
墓
誌
の
執
筆
を
請
う
よ
う
遺
言
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
朱
金
城
氏
は
こ
れ
ら
の
詩
文
か
ら
、
「
思
う
に
崔
玄
亮
は
し
ば
し
ば
白
居
易
に
琴
を
贈
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
（『
箋
校
』
三
七
五
二
頁
）。
琴
は
崔
玄
亮
の
愛
好
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
く
、
そ
の
点
で
白
居
易
と
趣
味
が
一
致
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
琴
を
介
し
た
晩
年
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
朱
氏
の
「
白
居
易
交
遊
考
」（『
白
居
易
研
究
』
四
二
頁
）
参
照
。

２２
「
送
鶴
與
裴
相
臨
別
贈
詩
」（２６２６
・１８２６
）
大
和
二
年
、
五
七
歳
、
長
安
。
裴
度
に
鶴
を
贈
る
に
あ
た
り
、
そ
の
鶴
に
寄
せ
る
七
律
。
こ
の
詩
、
直
接
に
は
鶴
に
与
え
る
作
で
あ
る
が
、
首
聯
に
、
裴
宰
相
殿
が
お
ま
え
を
愛
す
る
こ
と
は
お
ま
え
に
も
分
か
る
だ
ろ
う
、
信
じ
ら
れ
ぬ
な
ら
、
裴
公
が
お
ま
え
を
所
望
し
た
詩
を
吟
じ
て
聞
か
せ
て
や
ろ
う
（「
司
空
愛
爾
爾
須
知
、
不
信
聽
吟
送
鶴
詩
」、「
送
」
は
一
に
「
乞
」
に
作
る
）
と
裴
度
の
来
詩
に
言
及
し
、
ま
た
劉
禹
錫
に
唱
和
詩
「
和
樂
天
送
鶴
上
裴
相
公
別
鶴
之
作
」（『
箋
証
』
外
集
巻
一
、
一
〇
七
〇
頁
）
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
裴
度
に
も
贈
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
詩
の
前
後
に
、
裴
度
・
白
居
易
・
劉
禹
錫
の
間
で
鶴
の
や
り
と
り
を
巡
っ
て
何
首
も
の
詩
が
酬
唱
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
文
第
四
節
に
記
し
た
。

２３
「
寄
兩
銀

與
裴
侍
郎
、
因
題
兩
絶
句
」（２７８０
２７８１
・１９７３
１９７４
）
大
和
五
年
、
六
〇
歳
、
洛
陽
。
襄
州
の
裴
度
に
「
銀

」（
銀
の
酒
壺
）
を
贈
っ
た
と
き
の
七
絶
。
わ
が
心
と
緑
酒
を
共
に
飲
み
ほ
し
て
ほ
し
い（「
丹
心

酒
一
時
傾
」）、
と
う
た
う
。
朱
氏
『
箋
校
』
一
九
〇
七
頁
に
、
詩
題
の
「
裴
侍
郎
」
は
「
裴
侍
中
」
の
誤
り
と
す
る
。
な
お
、
白
居
易
の
詩
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
「

」
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
漢
代
の
資
料
で
は
あ
る
が
、
孫
機
著
『
漢
代
物
質
文
化
資
料
図
説
（
贈
訂
本
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
三
七
一
頁
に
紹
介
が
あ
る
。

２４
「
劉
蘇
州
以
華
亭
一
鶴
遠
寄
、
以
詩
謝
之
」（３１０８
・２２５４
）
大
和
七
年
、
六
二
歳
、
洛
陽
。
蘇
州
の
劉
禹
錫
が
華
亭
の
鶴
を
は
る
ば
る
贈
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
謝
す
る
五
律
。
２２
に
白
居
易
が
鶴
を
手
ば
な
し
た
こ
と
が
う
た
わ
れ
る
が
、
そ
の
寂
寞
を
慰
め
る
べ
く
劉
禹
錫
か
ら
贈
ら
れ
た
澤
崎：
白
居
易
の
「
贈
物
詩
」
に
つ
い
て
三
七
も
の
。
な
お
、
華
亭
の
鶴
は
白
居
易
が
か
つ
て
杭
州
刺
史
を
や
め
て
洛
陽
に
帰
っ
た
と
き
に
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

２５
「
晩
春
閑
居
、
楊
工
部
寄
詩
、
楊
常
州
寄
茶
同
到
、
因
以
長
句
答
之
」（３１２
８
・２２７４
）
大
和
八
年
、
六
三
歳
、
洛
陽
。
長
安
の
楊
（
工
部
）
汝
士
が
詩
を
、
常
州
の
楊
虞
卿
が
茶
を
贈
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
謝
す
る
七
律
。
常
州
は
茶
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。
楊
汝
士
も
ま
た
茶
を
贈
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は

２９
に
見
え
る
。

２６
「
劉
蘇
州
寄
釀
酒
糯
米
、
李
浙
東
寄
楊
柳
枝
舞
衫
、
偶
因
嘗
酒
試
衫
、
輒
成
長
句
寄
謝
之
」（３２２３
・２３６９
）
同
前
。
蘇
州
の
劉
禹
錫
が
「
糯
米
」（
も
ち
米
）
を
、
越
州
の
李
紳
が
「
舞
衫
」（
舞
の
衣
装
）
を
贈
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
謝
す
る
七
律
。
尾
聯
に
、
友
人
が
自
分
の
寂
寞
を
思
っ
て
遠
く
か
ら
「
歓
（
よ
ろ
こ
び
）」
を
贈
っ
て
く
れ
た
（「
慚
愧
故
人
憐
寂
寞
、
三
千
里
外
寄
歡
來
」）、
と
う
た
う
。
劉
禹
錫
に
唱
和
詩
「
酬
樂
天
衫
酒
見
寄
」（『
箋
証
』
外
集
巻
四
、
一
二
一
九
頁
）
が
あ
る
。

２７
「
偶
於
維
陽
牛
相
公
處
覓
得
箏
、
箏
未
到
、
先
寄
詩
來
、
走
筆
戲
答
（
來
詩
云
「
但
愁
封
寄
去
、
魔
物
或
驚
禪
」）」（３２８６
・２４３２
）
開
成
元
年
、
六
五
歳
、
洛
陽
。
揚
州
の
牛
僧
孺
に
「
箏
」（
こ
と
）
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
箏
が
着
く
前
に
詩
が
届
け
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
答
え
た
五
律
。
実
際
に
箏
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
４５
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
「
來
詩
云
」
以
下
は
白
居
易
の
自
注
。
引
用
さ
れ
る
牛
僧
孺
の
詩
二
句
は
逸
詩
で
、
も
し
こ
の
箏
を
贈
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
妙
な
る
魔
性
の
音
色
が
君
の
禅
の
修
業
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
か
と
心
配
で
す
よ
、
と
い
う
戯
れ
の
表
現
。
資
料
篇

４５
参
照
。

２８
「
酬
裴
令
公
贈
馬
相
戲
（
裴
詩
云
「
君
若
有
心
求
逸
足
、
我
還
留
意
在
名

。」
蓋
引
妾
換
馬
戲
、
意
亦
有
所
屬
也
）」（３３４６
・２４９２
）
開
成
三
年
、
六
七
歳
、
洛
陽
。
裴
度
が
馬
と
と
も
に
戯
れ
の
詩
を
贈
っ
て
く
れ
た
の
に
答
え
る
七
絶
。
自
注
「
裴
詩
云
」
以
下
に
引
か
れ
る
裴
度
の
両
句
（
逸
詩
）
は
、
君
（
白
居
易
）
は
私
の
と
こ
ろ
の
駿
馬
が
ほ
し
そ
う
だ
し
、
私
は
君
の
と
こ
ろ
の
美
女
が
お
目
当
て
だ
、
の
意
。
馬
と
美
女
の
や
り
取
り
の
申
し
出
に
、
白
居
易
は
「
不
辭
便
送
東
山
去
、
臨
老
何
人
與
唱
歌
」（
美
女
を
送
る
の
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
で
は
老
い
の
楽
し
み
の
歌
の
相
手
が
い
な
く
な
り
ま
す
）
と
答
え
て
い
る
。
劉
禹
錫
に
唱
和
詩
「
裴
令
公
見
示
酬
樂
天
寄
奴
買
馬
絶
句
、
斐
然
仰
和
、
且
戲
樂
天
」（『
箋
証
』
外
集
巻
四
、
一
二
六
四
頁
）
が
あ
る
。
詳
し
く
は
、
注（
３４
）丸
山
氏
論
文
、
及
び
注（
３６
）柴
氏
『
劉
白
唱
和
集
（
全
）』七
二
四
・
五
頁
参
照
。

２９
「
謝
楊
東
川
寄
衣
服
」（３３７４
・２５２０
）
同
前
。
剣
南
東
川
節
度
使
楊
汝
士
か
ら
、
秋
の
「
衣
服
」
が
贈
ら
れ
た
こ
と
を
謝
す
る
七
絶
。
年
老
い
て
年
々
友
達
も
少
な
く
な
る
が
、
君
だ
け
は
私
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
「
春
茶
」（
春
摘
み
の
茶
葉
）
が
ま
だ
な
く
な
ら
な
い
う
ち
に
「
秋
衣
」
を
送
っ
て
く
れ
た
（「
唯
有
巣
兄
不
相
忘
、
春
茶
未
斷
寄
秋
衣
」）
と
あ
り
、
こ
の
年
の
春
に
は
茶
も
贈
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
楊
汝
士
は
白
居
易
の
妻
の
兄
で
、
字
は
慕
巣
。
詩
に
い
う
「
巣
兄
」。

３０
「
公
垂
尚
書
以
白
馬
見
寄
、
光
潔
穩
善
、
以
詩
謝
之
」（３３９９
・２５４５
）
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
三
八
開
成
四
年
、
六
八
歳
、
洛
陽
。

州
の
李
紳
か
ら
、
毛
並
み
が
よ
く
て
温
順
な
「
白
馬
」
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
謝
す
る
七
律
。

３１
「
病
中
辱
崔
宣
城
長
句
見
寄
、
兼
有

綺
之
贈
、
因
以
四
韻
總
而
酬
之
」（３
４４７
・２５９３
）
開
成
五
年
、
六
九
歳
、
洛
陽
。
病
に
あ
る
と
き
、
宣
州
の
崔
亀
従
か
ら「
長
句
」
と
と
も
に
「
銀

・
霞
綺
」（
銀
杯
・
あ
や
絹
）
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
謝
す
る
七
律
。
自
注
に
「
昔
予
考
制
策
、
崔
君
登
科
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
崔
亀
従
は
長
慶
元
年
、
白
居
易
が
考
官
で
あ
っ
た
と
き
に
及
第
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
尾
聯
に
、
当
時
及
第
し
た
者
は
い
ま
や
宮
中
に
満
ち
て
い
る
が
、
君
の
ご
と
く
変
わ
ら
ぬ
心
で
い
て
く
れ
る
者
は
希
だ（「
科
第
門
生
滿
霄
漢
、
歳
寒
少
得
似
君
心
」）、と
称
え
る
。

３２
「
繼
之
尚
書
自
余
病
來
寄
遺
非
一
、
又
蒙
覽
醉
吟
先
生
傳
、
題
詩
以
美
之
、
今
以
此
篇
用
伸
酬
謝
」（３４６５
・２６１１
）
同
前
。
「
繼
之
尚
書
」
は
楊
嗣
復
。
病
中
、
長
安
の
楊
嗣
復
か
ら
「
茶
藥
・
衣
裳
」
を
贈
ら
れ
た
こ
と
、
及
び
「
醉
吟
先
生
傳
」
を
読
み
詩
を
題
し
て
く
れ
た
こ
と
を
謝
す
る
七
律
。
頷
聯
に
「
茶
藥
贈
多
因
病
久
、
衣
裳
寄
早
及
寒
初
」（
茶
や
薬
を
た
び
た
び
贈
っ
て
く
れ
た
の
は
長
く
病
気
が
ち
な
た
め
、
衣
服
も
冬
の
寒
さ
が
来
る
前
に
贈
っ
て
く
れ
た
）と
あ
り
、
そ
の
自
注
に「
寄
贈
せ
ら
れ
し
所
の
物
は
皆
時
に
及
べ
り
」
と
あ
る
。
詩
題
に
「
寄
遺
す
る
こ
と
一
に
非
ず
」
と
も
言
う
よ
う
に
、
一
度
な
ら
ず
、
茶
、
薬
、
衣
服
な
ど
の
必
要
な
物
を
必
要
な
時
に
贈
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
楊
嗣
復
は
楊
汝
士
・
楊
虞
卿
ら
と
祖
先
を
同
じ
く
す
る
楊
氏
一
族
の
う
ち
同
世
代
の
一
人
。

３３
「
南
侍
御
以
石
相
贈
、
助
成
水
聲
、
因
以
絶
句
謝
之
」（３５５４
・２７００
）
会
昌
元
年
、
七
〇
歳
、
洛
陽
。
南
卓
が
「
兩
片
青
苔
石
」（
二
つ
の
青
苔
の
生
え
た
石
）
を
贈
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
謝
す
る
七
絶
。
石
に
水
を
流
せ
ば
ま
る
で
琴
の
音
の
よ
う
で
、
「
塵
心
を
洗
う
」
と
言
う
。
石
に
関
し
て
は
別
に
楊
汝
士
所
有
の
も
の
を
借
り
て
洛
陽
の
宅
に
置
い
た
こ
と
を
う
た
う
作
「
楊
六
尚
書
留
太
湖
石
在
洛
下
、
借
置
庭
中
、
因
對
舉
杯
、
寄
贈
絶
句
」（３５
７０
・２７１６
）
が
あ
る
。
﹇
表
Ⅱ
資
料
﹈

３４
「
獨
酌
憶
微
之
（
時
對
所
贈
盞
）」（０７３３
・０７２９
）
元
和
五
年
、
三
九
歳
、
長
安
。
か
つ
て
元

か
ら
贈
ら
れ
た
銀
の
「
盞
」
（
さ
か
ず
き
）
を
手
に
独
酌
し
、
左
遷
さ
れ
て
江
陵
に
あ
る
元

を
思
う
七
絶
。
詩
題
の
自
注
に
「
時
に
贈
ら
れ
し
所
の
盞
に
對
す
」
と
言
う
。

３５
「
感
鏡
」（０４７５
・０４７２
）
元
和
七
〜
八
年
、
四
一
〜
二
歳
、
下

。
昔
、
「
美
人
」
が
別
れ
に
贈
っ
て
く
れ
た
鏡
に
感
じ
て
作
っ
た
五
言
古
詩
。
謝
氏
『
校
注
』
八
〇
三
頁
に
、
「
美
人
」
は
一
般
的
な
言
い
方
で
は
な
く
、
若
い
頃
の
恋
愛
と
関
わ
り
が
あ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
田
口
暢
穂
氏
に
「
白
居
易
「
感
鏡
」
詩
を
め
ぐ
っ
て
」（
「
中
国
文
学
研
究
」
第
八
期
、
早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
、
一
九
八
二
年
）
が
あ
る
。
女
性
と
の
別
れ
に
、
女
性
の
側
か
ら
記
念
の
品
を
贈
ら
れ
る
の
は
、
３８
「
感
情
」
に
似
る
。

３６
「
寄
元
九
」（０４６５
・０４６２
）
元
和
九
年
、
四
三
歳
、
下

。
服
喪
中
、
左
遷
の
地
江
陵
に
あ
る
元

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
交
誼
に
感
謝
す
る
五
言
古
詩
。
病
身
の
私
を
手
紙
で
励
ま
し
澤
崎：
白
居
易
の
「
贈
物
詩
」
に
つ
い
て
三
九
て
く
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
元

自
身
が
左
遷
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
わ
ず
か
な
俸
給
の
中
か
ら
三
度
も
「
衣
食
資
」（
衣
服
・
食
品
な
ど
の
物
資
）
を
「
二
十
萬
」
も
贈
っ
て
く
れ
た
（「
三
寄
衣
食
資
、
數
盈
二
十
萬
」
）と
う
た
う
。
「
二
十
萬
」
は
、
左
拾
遺
・
翰
林
学
士
の
任
に
あ
っ
た
と
き
の
詩
「
醉
後
走
筆
、
酬
劉
五
主
簿
長
句
之
贈
、
兼
簡
張
大
賈
・
二
十
四
先
輩
昆
季
」（０５８４
・０５８１
）
に
「
歳
愧
俸
錢
三
十
萬
」
と
あ
る
の
に
照
ら
せ
ば
、
相
当
の
額
で
あ
る
。
「
三
た
び
寄
す
」
は
服
喪
の
三
年
の
間
毎
年
贈
ら
れ
た
こ
と
を
言
う
と
も
、
し
ば
し
ば
贈
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
言
う
と
も
解
釈
で
き
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
好
意
が
継
続
し
て
多
く
の
贈
物
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
「
念
我
口
中
食
、
分
君
身
上
暖
」（
君
は
私
の
食
を
気
に
か
け
、
身
に
着
け
る
衣
服
の
暖
か
さ
を
分
け
て
く
れ
た
）
と
う
た
う
の
は
、
贈
物
を
共
有
す
る
こ
と
で
友
情
の
深
さ
を
強
調
す
る
も
の
。

３７
「
渭
村
退
居
、寄
禮
部
崔
侍
郎
・
翰
林
錢
舍
人
詩
一
百
韻
」（０８０７
・０８０３
）
同
前
。
渭
村
（
下

）
に
退
居
し
て
三
年
目
、
宮
中
勤
務
の
崔
群
・
銭
徽
に
寄
せ
た
五
言
一
百
韻
。
ま
ず
退
居
生
活
の
困
窮
を
述
べ
、
つ
い
で
か
つ
て
共
に
宮
中
で
職
務
に
励
み
交
誼
を
結
ん
だ
こ
と
を
回
想
し
、
最
後
に
崔
群
・
銭
徽
か
ら
「
帛
・
糧
・
藥
・
書
」（
き
ぬ
織
物
・
食
物
・
薬
・
手
紙
）
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
謝
し
て
現
在
の
心
境
を
披
瀝
す
る
。
詩
の
始
め
に
衣
食
に
困
窮
し
て
い
る
現
状
を
述
べ
る
の
は
、
後
半
で
崔
群
・
銭
徽
か
ら
贈
物
を
得
た
こ
と
へ
の
感
謝
を
記
す
の
と
呼
応
し
て
お
り
、
こ
の
詩
も
ま
た
友
人
間
の
贈
答
が
創
作
の
主
要
な
契
機
と
な
っ
て
い
る
。銭
徽
に
つ
い
て
は
、丸
山
茂
「
白
氏
交
遊
録
―
銭
徽
―
（
上
）」（「
研
究
紀
要
」
五
八
、
日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
九
年
）、
同
「
白
氏
交
遊
録
―
銭
徽
―
（
下
）」
（
同
五
九
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。
崔
群
に
つ
い
て
は
、
同
氏
「
白
居
易
を
め
ぐ
る
人
々
」（『
白
居
易
研
究
講
座
』
第
二
巻
「
白
居
易
の
文
学
と
人
生
Ⅱ
」
太
田
次
男
他
編
、
勉
誠
社
、
一
九
九
三
年
）八
八
頁
以
下
、
西
村
富
美
子「
白
居
易
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
―
李
建
・
崔
群
・
崔
玄
亮
―
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
三
号
、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

３８
「
感
情
」（０５１１
・０５０８
）
元
和
一
二
年
、
四
六
歳
、
江
州
。
左
遷
の
地
江
州
で
虫
干
し
の
さ
い
、
昔
、
「
東
鄰
の
嬋
娟
子
」（
東
隣
り
に
住
む
美
人
）
か
ら
贈
ら
れ
た
「
履
」（
く
つ
）
を
久
し
ぶ
り
に
取
り
出
し
て
感
慨
に
ふ
け
る
五
言
古
詩
。
女
が
「
履
」
を
贈
っ
て
く
れ
た
と
き
、
「
特
用
結
終
始
。
永
願
如
履

、
雙
行
復
雙
止
」（
こ
の
履
の
よ
う
に
、
行
く
も
一
緒
、
止
ま
る
も
一
緒
で
い
た
い
の
で
す
）
と
語
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
贈
ら
れ
た
物
と
言
葉
と
が
セ
ッ
ト
で
う
た
わ
れ
る
例
に
「
長
恨
歌
」（０５９６
・０５９３
）
が
あ
る
。
「
長
恨
歌
」
で
は
、
楊
貴
妃
が
玄
宗
に
「
鈿
合
金
釵
」
を
贈
ら
れ
る
と
と
も
に
、
「
在
天
願
作
比
翼
鳥
、
在
地
願
爲
連
理
枝
」
と
誓
い
の
言
葉
を
交
わ
す
。

３９
「
和
萬
州
楊
使
君
四
絶
句
」
其
三
「
嘉
慶
李
」（１１３６
・１１２８
）
元
和
一
四
年
、
四
八
歳
、
忠
州
。
万
州
の
楊
帰
厚
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
詩（
今
逸
）
に
和
し
た
絶
句
四
首
の
第
三
首
。
「
嘉
慶
李
」
は
洛
陽
の
嘉
慶
坊
に
植
わ
っ
て
い
た
「
李
」（
ス
モ
モ
）。
実
が
甘
か
っ
た
と
い
う
。
詩
に
「
東
都

李
萬
州
栽
、
君
手
封
題
我
手
開
」
と
あ
り
、
楊
帰
厚
が
洛
陽
の
李
を
万
州
に
持
参
し
て
植
え
、
そ
の
実
を
手
ず
か
ら
封
し
て
忠
州
の
白
居
易
に
贈
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
１５

１６
参
照
。
「
手
封
」
と
い
う
語
は
１０
に
も
見
え
て
い
た
。
贈
り
手
の
心
遣
い
に
深
く
感
謝
す
る
表
現
で
あ
る
。
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
四
〇

４０
「
感
舊
紗
帽
（
帽
即
故
李
侍
郎
所
贈
）」（０３４５
・０３４２
）
長
慶
二
年
、
五
一
歳
、
杭
州
赴
任
途
中
。
「
李
侍
郎
」
は
李
建
。
杭
州
へ
の
道
中
、
旧
友
李
建
の
墓
が
あ
る
岐
山
で
、
昔
贈
ら
れ
た
「
烏
紗
帽
」（
黒
い
う
す
絹
の
帽
子
）
に
感
じ
て
詠
じ
た
五
律
。
「
烏
紗
帽
」
は
日
常
に
用
い
る
帽
子
。
友
人
か
ら
紗
帽
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
謝
す
る
詩
に
、
李
白
「
答
友
人
贈
烏
紗
帽
」（
全
唐
詩
巻
一
七
八
、
一
八
一
三
頁
）、
張
籍
「
答
元
八
遺
紗
帽
」（
巻
三
八
六
、
四
三
五
九
）
が
あ
る
。
「
烏
紗
帽
」
の
贈
答
は
親
し
い
間
柄
で
あ
る
こ
と
を
表
す
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
張
籍
の
詩
の
「
元
八
」
は
白
居
易
と
も
交
遊
の
あ
っ
た
元
宗
簡
と
さ
れ
る
（
李
建
崑
校
注
『
張
籍
詩
集
校
注
』
三
九
七
頁
参
照
、
国
立
編
訳
館
主
編
、
華
泰
文
化
事
業
公
司
、
二
〇
〇
一
年
）。

４１
「
醉
後
狂
言
、
酬
贈
蕭
殷
二
協
律
」（０６０６
・０６０２
）
長
慶
二
年
、
五
一
歳
、
杭
州
。
酔
っ
て
大
言
し
、
蕭
悦
・
殷
堯
藩
に
唱
和
し
た
七
言
古
詩
。
二
人
が
貧
乏
な
の
を
見
か
ね
て
、
「

綿
」（
呉
産
の
綿
）
と
「
桂
布
」（
桂
州
産
の
布
）
で
仕
立
て
た
「
裘
」（
わ
た
い
れ
）
を
贈
っ
た
と
こ
ろ
、
二
人
か
ら
「
詩
書
」
が
投
ぜ
ら
れ
た
と
あ
る
か
ら
、
謝
詩
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
小
惠
」
は
論
ず
る
に
足
ら
ず
、
自
分
に
は
「
法
度
・
仁
」
と
い
う
万
人
へ
の
大
き
な
贈
り
物
が
あ
る
と
う
た
う
。
な
お
、
こ
こ
に
言
う
「
裘
」
は
か
わ
ご
ろ
も
で
は
な
く
、
「
布
裘
」
と
称
さ
れ
る
布
製
の
わ
た
い
れ
の
類
。
白
居
易
の
「
新
製
布
裘
」（００５５
・００５５
）に「
桂
布
白
似
雪
、

綿
軟
於
雲
。
布
重
綿
且
厚
、
爲
裘
有
餘

」
（
桂
の
布
は
雪
よ
り
白
く
、
呉
の
綿
は
雲
よ
り
柔
ら
か
い
。
布
は
重
く
綿
は
厚
く
、
こ
れ
で
裘
を
作
っ
た
の
で
暖
か
い
）
と
あ
る
。
「
裘
」
に
つ
い
て
は
、
下
定
雅
弘
「
白
詩
の
衣
服
表
現
に
見
る
「
兼
済
」
と
「
独
善
」
―
裘
・
「
衣
食
」の
衣
・
葛
衣
な
ど
―
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』第
七
号
、
二
〇
〇
六
年
）
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
る
の
を
参
照
。
「
桂
布
」
が
嶺
南
桂
州
産
の
布
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
朱
氏
『
箋
校
』
六
六
頁
参
照
。

４２
「
湖
上
招
客
、
送
春
汎
舟
」（１４０２
・１３９５
）
長
慶
四
年
、
五
三
歳
、
杭
州
。
西
湖
に
船
を
浮
か
べ
て
送
春
の
宴
を
も
よ
お
し
た
と
き
の
七
律
。
そ
の
頷
聯
に
「
兩
瓶

下
新
求
得
、
一
曲
霓
裳
初
教
成
」（
宴
の
た
め
に
二
瓶
の

下
酒
（
資
料
篇
１８
参
照
）
を
新
た
に
手
に
入
れ
、
妓
女
た
ち
に
は
霓
裳
羽
衣
曲
を
教
え
込
ん
だ
ば
か
り
）
と
あ
り
、
自
注
に
「
時
崔
湖
州
寄
新

下
酒
來
、
樂
妓
按
霓
裳
羽
衣
曲
初
畢
」
と
あ
る
。
お
り
よ
く
湖
州
刺
史
崔
玄
亮
が
「

下
酒
」
を
贈
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
同
年
の
作
に
「
早
飮
湖
州
酒
寄
崔
使
君
」（２３３８
・１５４１
）
が
あ
り
、
末
尾
に
「
瓶
裏
有
時
盡
、
江
邊
無
處
沽
。
不
知
崔
太
守
、
更
有
寄
來
無
」（
酒
壺
に
酒
が
無
く
な
っ
て
も
、
こ
の
あ
た
り
で
は
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
崔
太
守
よ
、
も
う
一
度
酒
を
送
っ
て
は
く
れ
ま
い
か
）
と
隔
て
の
な
い
口
調
で
う
た
う
。
詩
題
に
、
朝
か
ら
湖
州
の
酒
を
飲
ん
で
崔
使
君
す
な
わ
ち
崔
玄
亮
に
寄
す
と
あ
る
よ
う
に
、
４２
に
崔
湖
州
が

下
酒
を
贈
っ
て
く
れ
た
と
あ
る
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
作
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
「
湖
上
招
客
」
詩
に
「
欲
送
殘
春
」
と
あ
っ
て
季
節
は
春
の
終
わ
り
で
あ
る
こ
と
を
言
い
、
「
早
飮
湖
州
酒
」
詩
で
は
そ
の
直
前
に
置
か
れ
る
詩
「
柳
絮
」
に
「
三
月
盡
時
頭
白
日
」
と
あ
っ
て
や
は
り
春
の
終
わ
り
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
早
飮
湖
州
酒
」
詩
は
「
湖
上
招
客
」
詩
と
そ
れ
ほ
ど
間
を
置
か
ず
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
再
度
の
酒
の
送
付
を
請
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
す
る
。
澤
崎：
白
居
易
の
「
贈
物
詩
」
に
つ
い
て
四
一

４３
「
磐
石
銘
并
序
大
和
九
年
夏
、
有
山
客
贈
余
磐
石
、
轉

於
履
道
里
第
。
時
属
炎
暑
、
坐
臥
其
上
、
愛
而
銘
之
云
爾
。」（２９４７
）
大
和
九
年
、
六
四
歳
、
洛
陽
。
「
山
客
」
か
ら
「
磐
石
」（
平
ら
な
石
）
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
記
す
銘
。
炎
暑
の
こ
ろ
、
こ
の
石
に
座
れ
ば
心
地
よ
く
、
気
に
入
っ
て
銘
を
あ
ら
わ
し
た
、
と
う
た
う
。
銘
に
「
圓
平
膩
滑
、
廣
袤
六
尺
」
と
あ
る
か
ら
、
人
が
横
に
な
る
に
十
分
な
広
さ
で
あ
る
。
こ
の
銘
は
石
を
贈
っ
て
く
れ
た
人
に
寄
せ
る
作
で
は
な
い
が
、
冒
頭
に
「
客
從
山
來
、
遺
我
磐
石
」
と
あ
る
よ
う
に
、
贈
物
の
事
実
を
知
り
得
る
の
で
取
り
上
げ
た
。

４４
「
偶
吟
」（３２１７
・２３６３
）
同
前
。
越
し
方
を
振
り
返
り
、
感
慨
を
う
た
う
七
律
。
頸
聯
に
「
韋
荊
南
去
留
春
服
、
王
侍
中
來
乞
酒
錢
」（
韋
荊
南
は
旅
立
つ
と
き
に
春
服
を
残
し
て
く
れ
、
王
侍
中
は
や
っ
て
き
て
酒
代
を
も
ら
い
た
い
と
言
う
）
と
あ
る
。
朱
氏
『
箋
校
』
二
二
二
一
頁
に
よ
れ
ば
、
「
韋
荊
南
」
は
荊
南
節
度
使
韋
長
。
「
春
服
を
留
む
」
と
い
う
表
現
、
こ
れ
か
ら
暖
か
い
南
方
に
赴
任
す
る
身
に
春
服
は
不
要
な
の
で
記
念
に
君
に
置
い
て
い
く
と
い
う
意
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
春
服
は
韋
長
が
日
ご
ろ
用
い
て
い
た
も
の
を
餞
別
に
贈
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
物
を
乞
う
表
現
で
あ
る
「
王
侍
中
來
乞
酒
錢
」
と
対
を
な
し
て
い
る
。

４５
「
奉
酬
淮
南
牛
相
公
思
黯
見
寄
二
十
四
韻
（
毎
對
雙
關
、
分
叙
兩
意
）」（３２
８９
・２４３５
）
開
成
元
年
、
六
五
歳
、
洛
陽
。
淮
南
の
牛
僧
孺
が
寄
こ
し
た
二
十
四
韻
の
詩
に
唱
和
す
る
五
言
排
律
。
牛
僧
孺
と
自
分
の
境
遇
を
対
比
し
て
う
た
い
、
終
わ
り
に
、
「
遠
訊
驚
魔
物
、
深
情
寄
酒
錢
。
霜

一
百
疋
、
玉
柱
十
三
絃
。
（
思
黯
遠
寄
箏
來
、
先
寄
詩
云
「
但
愁
封
寄
去
、
魔
物
或
驚
禪
。」仍
與
酒
資
同
至
。）
楚
醴
來
樽
裏
、
秦
聲
送
耳
邊
」
と
、
「
酒
錢
」（
酒
代
）、
「
霜

」
（
し
ろ
絹
）、
「
箏
」（
こ
と
）、
「
楚
醴
」（
揚
州
の
酒
）
な
ど
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
謝
す
。
括
弧
内
の
自
注
に
見
え
る
牛
僧
孺
の
来
詩
は
２７
に
も
引
用
さ
れ
る
。
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
Ⅰ
（
人
文
科
学
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）、
五
九
、
二
〇
〇
八
四
二
